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南アルプス！ロコf
いいね！
を押して
応援してね♥

南アルプスのステキ情報
気になるコト・大好きを、女子目線で
勝手にいっぱいつめこみます。 南アルプスから　大切なあなたへ

　手に取った瞬間の軽さに驚き、手触りの気持
ち良さにどうしても欲しくなってしまう、そん
な木の器です。木目の美しい器の多くは、塗膜
を塗って仕上げたもの。使っているうちに変色
したり、繊維が毛羽立ってしまうのは、コーティ 
ングが剥げてしまうからだと気づき、お二人は 
塗料の研究を始めました。「塗料を木の組織に

浸み込ませる」という方法が、木の風合いをそ
のまま食器にすることを可能にします。耐久性・ 
安全性はもちろん抜群。使い勝手の良さも請け 
合いです。
　ぜひ一度手に取ってみてください。手触りか
ら、お二人が大切に作っていることが伝わって 
きます。

住 所 ＊ 南アルプス市上野 359
T E L ＊ 055-269-9424
w e b ＊https://www.facebook.com/
               mayf lowersyamanash i
※工房は不定期営業なので、事前連絡を。

鈴木  一江 さん
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木の器 

Gift from minami alps

大きなナンにびっくりー！
食べ応えばつぐん♡
からさが選べる本格カレーも◎

南アルプス市東南湖 805-1
055-283-6077

サハラ SAHARA

山梨県大月市出身。森のガイドや保育士の経験を
活かし協力隊に。「芦安大好きおみくじ」を考案。
みんなが楽しいと思えるコトを考えています！

花と木の工房メイフラワーズ

花と木の工房メイフラワーズ

Profile

横浜から芦安に移住して 2 年になります

協力隊の鈴木一江です。

「南アルプス市」 カタカナの入った

この市の名前をとても気に入っています。

さて、 私は芦安の畑でサルに負けない

コンニャクイモを育てているのですが

これと市内特産の果物を使って

デザートが作れないか今考えています。 　　　

　　　お知恵のある方

　　　ぜひ力を貸してください！！

by 地域おこし協力隊

芦安に遊びに
きてね！

手のひらが求めるうつわ

L O OC

M A
AG

LOCO オススメ !!



議場
トップライトを
防災仕様に

本館と新館を空中でつなぐロビーで
バリアフリーなフロアを実現

万一の水害にも
三重の止水で備え

壁を一部撤去し
不足する女性トイレを拡大

防災機器の非常用発電機を
浸水の恐れのない高さへ移設

新館は外断熱で
省エネでもすごしやすく

本館 新館

　平成29年12月から進めてまいりました、市庁舎の新館建設と本館改修の工事が完了し、
３月22日に竣工しました。
　本館と新館は１階がつながり、バリアフリーなワンフロアの窓口空間となりました。

新館は、計画
・工事段階では
耐震棟 と称して
いた建物です。

　高い耐震性と
　省エネ性能を
　備えています。

市役所本庁舎がリニューアル

お問合せ／管財課  ☎282-6092

邪魔にならない
耐震補強フレーム

被災時にも安心の
落下防止天井

直射日光にならない
トップライトと自動通風で、

明るく省エネ

個別の相談室で
プライバシー保護

わかりやすいサイン表示

頑健な耐震構造と
非常用設備で、大地震
でも機能維持・即応可

トイレには
雨水も利用
屋外に防災
トイレも

内装に櫛形山周辺の
ヒノキ材を利用

規制対象物質の
含まれる機器は更新、
照明はLED化

来庁者用の駐車場を
本館・新館前に11台増思いやり駐車区画を

3台から6台に倍増
点字ブロックを歩道や
バス停と併せ敷設

中銀ATMは
西別館前に移設

窓口カウンターも櫛形山
周辺のヒノキ材を利用し
市内の製材所で加工、
市内の大工の手で製作

災害対策本部を
設置する会議室は

平時は分割して会議に、
また投票所に利用 屋内外に視覚障がい者の方の

ための音声案内装置を設置

 本館は、耐震改修・設備更新し、
1階内装をリニューアルしました。

櫛形山のヒノキ
を用いた内外装

設備機器の
省エネ・省資源化

やさしい庁舎に

耐震補強と
耐震棟の増築

により

大地震にも
強い庁舎に

耐震補強と
耐震棟の増築

により

大地震にも
強い庁舎に

によりにより

環境にも財政にも

設備機器の
省エネ・省資源化

やさしい庁舎に
環境にも財政にも

設備機器の
省エネ・省資源化

やさしい庁舎に

建物内外の
バリアフリー化

耐震補強と
耐震棟の増築

駐車場台数
の確保

櫛形山のヒノキ
を用いた内外装

長寿命化改修

によりにより

により

により
今後少なくとも30年、

適切に管理すれば50年以上

どなたにも
やさしい庁舎に

大地震にも
強い庁舎に

気軽に利用
できる庁舎に

長持ちする
庁舎に

により

建物内外の
バリアフリー化

耐震補強と
耐震棟の増築

駐車場台数
の確保

長寿命化改修

将来負担の軽さ

によりにより

により

により
今後少なくとも30年、

適切に管理すれば50年以上

により

どなたにも
やさしい庁舎に

大地震にも
強い庁舎に

によりにより

環境にも財政にも

設備機器の
省エネ・省資源化

やさしい庁舎に
環境にも財政にも 気軽に利用

できる庁舎に

長持ちする
庁舎に

いつまでも
健全な財政の
南アルプス市に

将来負担の軽さ
により

いつまでも
健全な財政の
南アルプス市に

により

木のぬくもりに
包まれた庁舎に

櫛形山のヒノキ
を用いた内外装

により

木のぬくもりに
包まれた庁舎に
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　複雑･多様化する市民ニーズや、新たな行政需要に迅速かつ柔軟に
対応できる、簡素で効率的な組織を構築するため、市役所の組織の一
部を見直しました。
　新たな体制で、さらに質の高い行政サービスの提供を目指します。
主な変更点をお知らせします。　

　
防
災
危
機
管
理
室
を「
防
災
危
機
管
理
課
」と
改
称
し
、
消
防
本
部
か
ら「
消
防
団
業
務
」と
、

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
か
ら「
防
犯
業
務
」・「
交
通
安
全
業
務
」を
移
管
し
ま
す
。

　
防
災
・
消
防
・
防
犯
・
交
通
安
全
の
一
元
化
を
図
り
、
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

POINT

1
「
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」の
機
能
強
化

　
秘
書
課
を
総
合
政
策
部
に
編
入
し
、
組
織
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

POINT

2
秘
書
課
を
総
合
政
策
部
へ
編
入

 

・
公
共
施
設
の
再
配
置
集
中
取
組
み
期
間
の
終
了
に
よ
り
、
行
政
改
革
推
進
室
を
政
策
推
進

　
課
へ
編
入
し
ま
す
。

 

・
福
祉
総
合
相
談
課
の「
家
庭
児
童
相
談
室
」を
子
育
て
支
援
課
に
移
管
し
、
子
育
て
に
特
化

　
し
た「
子
育
て
相
談
担
当
」を
新
設
し
ま
す
。

 

・
管
財
契
約
課
の「
契
約
担
当
」を
総
務
課
へ
移
管
し
ま
す
。
管
財
契
約
課
は「
管
財
課
」と
改

　
称
し
て
、
遊
休
資
産
の
売
却
業
務
を
推
し
進
め
ま
す
。

 

・
業
務
を
集
約
し
効
率
化
を
図
り
ま
す
。
み
ど
り
自
然
課
の「
林
政
関
係
・
有
害
鳥
獣
対
策

　
に
関
す
る
業
務
」を
農
政
課
に
、「
自
然
保
護
・
国
立
公
園
に
関
す
る
業
務
」を
ユ
ネ
ス
コ

　
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室
に
、
市
街
地
等
の
景
観
形
成
に
係
る
業
務
を「
都
市
計
画
課
」に
移
管

　
し
ま
す
。

 

・
用
地
管
理
課
の「
用
地
担
当
」は
、
道
路
整
備
業
務
に
関
り
の
強
い
道
路
整
備
課
に
移
管
し
、

　
用
地
管
理
課
の「
管
理
担
当
」は
、
建
築
住
宅
課
に
移
管
し
ま
す
。

POINT

3
効
果
的
・
効
率
的
な
組
織
の
整
備

　
下
水
道
事
業
の
長
期
的
に
安
定
し
た
事
業
運
営
を
持
続
し
て
い
く
た
め
、
４
月
１
日
か

ら
地
方
公
営
企
業
法
を
全
部
適
用
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
下
水
道
課
は
企
業
局
に
編
入
し
、
会
計
方
式
を「
官
公
庁
会
計
」（
単
式
簿

記
）か
ら「
公
営
企
業
会
計
」（
複
式
簿
記
）へ
と
移
行
し
ま
す
。

　
市
民
の
恒
久
的
財
産
で
あ
る
、
下
水
道
施
設
を
こ
れ
か
ら
も
適
切
に
維
持
す
る
た
め
、

財
務
情
報
を
整
理
し
、
そ
の
企
業
的
性
格
を
生
か
し
、
よ
り
一
層
の
経
営
の
効
率
化
・

健
全
化
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
下
水
道
を
使
用
す
る
皆
さ
ん
に
直
接
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
負
担
金
お
よ
び

使
用
料
の
納
め
方
な
ど
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

公
営
企
業
会
計
の
メ
リ
ッ
ト

　
❶ 

経
営
状
況
の
明
確
化
　
　
　
　
❷ 

適
正
な
財
産
管
理

　
❸ 

経
営
の
効
率
化
・
健
全
化
　
　
❹ 

職
員
の
経
営
意
識
の
向
上

●
お
問
合
せ
／
企
業
局 

下
水
道
課
　
電
話（
２
８
２
）６
４
０
９

POINT

4
下
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用

３
月
31
日
ま
で

４
月
１
日
か
ら

主
な
業
務

秘
書
課

会
計
課

議
会
事
務
局

監
査
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

政
策
推
進
課

財
政
課

行
政
改
革
推
進
室

交
通
政
策
室

南
ア
ル
プ
ス
IC

新
産
業
拠
点
整
備
室

総
務
課

人
事
課

管
財
契
約
課

税
務
課

収
税
対
策
課

防
災
危
機
管
理
室

み
ん
な
で

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

戸
籍
市
民
課

国
保
年
金
課

環
境
課

窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

福
祉
総
合
相
談
課

障
害
福
祉
課

介
護
福
祉
課

子
育
て
支
援
課

健
康
増
進
課

農
業
振
興
課

観
光
商
工
課

農
林
土
木
課

み
ど
り
自
然
課

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

推
進
室

総合政策部総務部市民部保健福祉部農林商工部

秘
書
課

政
策
推
進
課

財
政
課

交
通
政
策
室

南
ア
ル
プ
ス
IC

新
産
業
拠
点
整
備
室

市
長
・
副
市
長
の
秘
書
、広
報
発
行
、市
民
対
話

政
策
立
案
、行
政
運
営
、行
政
改
革
、統
計

予
算
編
成
、財
政
状
況
の
分
析
・
公
表

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券

南
ア
ル
プ
ス
IC
周
辺
の
産
業
拠
点
整
備

法
制
執
務
、入
札
・
契
約
、選
挙

職
員
採
用
、職
員
研
修
、給
与
支
給

市
有
財
産
管
理
、行
政
シ
ス
テ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理

市
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税

市
税
等
の
収
納
、納
税
対
策

防
災
、消
防
団
、防
犯
、交
通
安
全

自
治
会
、市
民
協
働
、男
女
共
同
参
画

戸
籍
、住
民
登
録
、印
鑑
登
録

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、各
種
証
明
発
行

国
民
健
康
保
険
、年
金
、高
齢
者
医
療

環
境
保
全
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、ご
み
減
量
化

戸
籍
、住
民
登
録
、印
鑑
登
録
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

各
種
証
明
発
行
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
付

生
活
困
窮
相
談
、地
域
福
祉

各
種
福
祉
団
体
、生
活
保
護

障
が
い
者
支
援
、障
害
者
手
帳

介
護
保
険
、介
護
認
定
、介
護
予
防
、高
齢
者
福
祉

児
童
手
当
、子
ど
も
医
療
費
、保
育
所

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、子
育
て
相
談

健
康
づ
く
り
、母
子
保
健
、保
健
相
談
、予
防
接
種

道
路
の
整
備
、維
持
管
理
、公
共
用
地
取
得

都
市
景
観
計
画
、公
園
、開
発
指
導
、花
壇
・
生
け
垣

市
営
住
宅
、建
築
、地
籍
調
査
、屋
外
広
告
物

教
育
委
員
会
の
運
営
、奨
学
金
、教
育
施
設
整
備

教
育
方
針
、教
育
課
程
、就
学
手
続

生
涯
学
習
、青
少
年
、社
会
体
育
、文
化
振
興

文
化
財
保
護
、文
化
財
・
埋
蔵
文
化
財
の
各
種
手
続

図
書
館
管
理
運
営

美
術
館
管
理
運
営

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
、給
食
費
徴
収

庶
務
、入
札
、財
産
管
理
、水
道
計
画
、市
営
バ
ス

上
水
道
の
経
理
、下
水
道
の
経
理

水
道
料
金
等
の
収
納
、各
種
届
出

給
配
水
管
路
の
布
設
・
維
持
管
理

水
道
施
設
の
維
持
管
理
、水
質
管
理

下
水
道
計
画
、施
設
整
備
、維
持
管
理

消
防
本
部
管
理
運
営

防
災
普
及
啓
発
、災
害
対
策

火
災
予
防
指
導
、違
反
是
正
、建
築
同
意

１
１
９
番
通
報
対
応
管
理

火
災
・
救
急
等
災
害
対
応
、火
災
予
防
、各
種
条
例
届
出

火
災
・
救
急
等
災
害
対
応
、火
災
予
防
、各
種
条
例
届
出

現
金
の
出
納
、料
金
・
税
金
の
納
入
、工
事
検
査

議
会
運
営

監
査
委
員
に
関
す
る
事
務

農
地
法
、農
地
取
得
、農
地
転
用

農
林
業
振
興
、農
振
管
理
、就
農
支
援
、有
害
鳥
獣
対
策

観
光
振
興
、観
光
イ
ベ
ン
ト
、商
工
業
振
興

農
林
道
の
維
持
管
理
、農
業
用
水
利

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
推
進

自
然
環
境
保
護

総
務
課

人
事
課

管
財
課

税
務
課

納
税
課

防
災
危
機
管
理
課

市
民
活
動
支
援
課

戸
籍
市
民
課

国
保
年
金
課

環
境
課

窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

福
祉
総
合
相
談
課

障
が
い
福
祉
課

介
護
福
祉
課

子
育
て
支
援
課

健
康
増
進
課

農
政
課

観
光
商
工
課

農
林
土
木
課

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

推
進
室

総合政策部総務部市民部保健福祉部農林商工部

道
路
整
備
課

都
市
計
画
課

建
築
住
宅
課

用
地
管
理
課

下
水
道
課

建設部

教
育
総
務
課

学
校
教
育
課

生
涯
学
習
課

文
化
財
課

市
立
図
書
館

市
立
美
術
館

市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

教育委員会

総
務
課

経
理
課

料
金
課

工
務
課

浄
水
管
理
課

企業局

管
理
課

消
防
課

予
防
課

指
令
課

南
ア
ル
プ
ス
消
防
署

八
田
消
防
署

消防本部

会
計
課

議
会
事
務
局

監
査
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

道
路
整
備
課

都
市
計
画
課

管
理
住
宅
課

建設部

教
育
総
務
課

学
校
教
育
課

生
涯
学
習
課

文
化
財
課

市
立
図
書
館

市
立
美
術
館

市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

教育委員会

総
務
課

経
理
課

料
金
課

工
務
課

浄
水
管
理
課

下
水
道
課

企業局

管
理
課

消
防
課

予
防
課

指
令
課

南
ア
ル
プ
ス
消
防
署

八
田
消
防
署

消防本部

■ ･･･ 

業
務
移
管
に
よ
り
廃
止

赤
字 

・・・ 

移
管
さ
れ
た
業
務

■ ･･･ 

業
務
の
変
更

赤
字 ･･･ 

部
署
名
の
変
更

お問合せ／政策推進課  ☎282-6073

４月から市役所の
組織が変わります！

市民の皆さまの利便性の向上を目指して

    45



　複雑･多様化する市民ニーズや、新たな行政需要に迅速かつ柔軟に
対応できる、簡素で効率的な組織を構築するため、市役所の組織の一
部を見直しました。
　新たな体制で、さらに質の高い行政サービスの提供を目指します。
主な変更点をお知らせします。　

　
防
災
危
機
管
理
室
を「
防
災
危
機
管
理
課
」と
改
称
し
、
消
防
本
部
か
ら「
消
防
団
業
務
」と
、

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
か
ら「
防
犯
業
務
」・「
交
通
安
全
業
務
」を
移
管
し
ま
す
。

　
防
災
・
消
防
・
防
犯
・
交
通
安
全
の
一
元
化
を
図
り
、
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

POINT

1
「
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」の
機
能
強
化

　
秘
書
課
を
総
合
政
策
部
に
編
入
し
、
組
織
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

POINT

2
秘
書
課
を
総
合
政
策
部
へ
編
入

 

・
公
共
施
設
の
再
配
置
集
中
取
組
み
期
間
の
終
了
に
よ
り
、
行
政
改
革
推
進
室
を
政
策
推
進

　
課
へ
編
入
し
ま
す
。

 

・
福
祉
総
合
相
談
課
の「
家
庭
児
童
相
談
室
」を
子
育
て
支
援
課
に
移
管
し
、
子
育
て
に
特
化

　
し
た「
子
育
て
相
談
担
当
」を
新
設
し
ま
す
。

 

・
管
財
契
約
課
の「
契
約
担
当
」を
総
務
課
へ
移
管
し
ま
す
。
管
財
契
約
課
は「
管
財
課
」と
改

　
称
し
て
、
遊
休
資
産
の
売
却
業
務
を
推
し
進
め
ま
す
。

 

・
業
務
を
集
約
し
効
率
化
を
図
り
ま
す
。
み
ど
り
自
然
課
の「
林
政
関
係
・
有
害
鳥
獣
対
策

　
に
関
す
る
業
務
」を
農
政
課
に
、「
自
然
保
護
・
国
立
公
園
に
関
す
る
業
務
」を
ユ
ネ
ス
コ

　
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室
に
、
市
街
地
等
の
景
観
形
成
に
係
る
業
務
を「
都
市
計
画
課
」に
移
管

　
し
ま
す
。

 

・
用
地
管
理
課
の「
用
地
担
当
」は
、
道
路
整
備
業
務
に
関
り
の
強
い
道
路
整
備
課
に
移
管
し
、

　
用
地
管
理
課
の「
管
理
担
当
」は
、
建
築
住
宅
課
に
移
管
し
ま
す
。

POINT

3
効
果
的
・
効
率
的
な
組
織
の
整
備

　
下
水
道
事
業
の
長
期
的
に
安
定
し
た
事
業
運
営
を
持
続
し
て
い
く
た
め
、
４
月
１
日
か

ら
地
方
公
営
企
業
法
を
全
部
適
用
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
下
水
道
課
は
企
業
局
に
編
入
し
、
会
計
方
式
を「
官
公
庁
会
計
」（
単
式
簿

記
）か
ら「
公
営
企
業
会
計
」（
複
式
簿
記
）へ
と
移
行
し
ま
す
。

　
市
民
の
恒
久
的
財
産
で
あ
る
、
下
水
道
施
設
を
こ
れ
か
ら
も
適
切
に
維
持
す
る
た
め
、

財
務
情
報
を
整
理
し
、
そ
の
企
業
的
性
格
を
生
か
し
、
よ
り
一
層
の
経
営
の
効
率
化
・

健
全
化
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
下
水
道
を
使
用
す
る
皆
さ
ん
に
直
接
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
負
担
金
お
よ
び

使
用
料
の
納
め
方
な
ど
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

公
営
企
業
会
計
の
メ
リ
ッ
ト

　
❶ 

経
営
状
況
の
明
確
化
　
　
　
　
❷ 

適
正
な
財
産
管
理

　
❸ 

経
営
の
効
率
化
・
健
全
化
　
　
❹ 

職
員
の
経
営
意
識
の
向
上

●
お
問
合
せ
／
企
業
局 

下
水
道
課
　
電
話（
２
８
２
）６
４
０
９

POINT

4
下
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用

３
月
31
日
ま
で

４
月
１
日
か
ら

主
な
業
務

秘
書
課

会
計
課

議
会
事
務
局

監
査
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

政
策
推
進
課

財
政
課

行
政
改
革
推
進
室

交
通
政
策
室

南
ア
ル
プ
ス
IC

新
産
業
拠
点
整
備
室

総
務
課

人
事
課

管
財
契
約
課

税
務
課

収
税
対
策
課

防
災
危
機
管
理
室

み
ん
な
で

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

戸
籍
市
民
課

国
保
年
金
課

環
境
課

窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

福
祉
総
合
相
談
課

障
害
福
祉
課

介
護
福
祉
課

子
育
て
支
援
課

健
康
増
進
課

農
業
振
興
課

観
光
商
工
課

農
林
土
木
課

み
ど
り
自
然
課

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

推
進
室

総合政策部総務部市民部保健福祉部農林商工部

秘
書
課

政
策
推
進
課

財
政
課

交
通
政
策
室

南
ア
ル
プ
ス
IC

新
産
業
拠
点
整
備
室

市
長
・
副
市
長
の
秘
書
、広
報
発
行
、市
民
対
話

政
策
立
案
、行
政
運
営
、行
政
改
革
、統
計

予
算
編
成
、財
政
状
況
の
分
析
・
公
表

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券

南
ア
ル
プ
ス
IC
周
辺
の
産
業
拠
点
整
備

法
制
執
務
、入
札
・
契
約
、選
挙

職
員
採
用
、職
員
研
修
、給
与
支
給

市
有
財
産
管
理
、行
政
シ
ス
テ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理

市
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税

市
税
等
の
収
納
、納
税
対
策

防
災
、消
防
団
、防
犯
、交
通
安
全

自
治
会
、市
民
協
働
、男
女
共
同
参
画

戸
籍
、住
民
登
録
、印
鑑
登
録

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、各
種
証
明
発
行

国
民
健
康
保
険
、年
金
、高
齢
者
医
療

環
境
保
全
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、ご
み
減
量
化

戸
籍
、住
民
登
録
、印
鑑
登
録
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

各
種
証
明
発
行
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
付

生
活
困
窮
相
談
、地
域
福
祉

各
種
福
祉
団
体
、生
活
保
護

障
が
い
者
支
援
、障
害
者
手
帳

介
護
保
険
、介
護
認
定
、介
護
予
防
、高
齢
者
福
祉

児
童
手
当
、子
ど
も
医
療
費
、保
育
所

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、子
育
て
相
談

健
康
づ
く
り
、母
子
保
健
、保
健
相
談
、予
防
接
種

道
路
の
整
備
、維
持
管
理
、公
共
用
地
取
得

都
市
景
観
計
画
、公
園
、開
発
指
導
、花
壇
・
生
け
垣

市
営
住
宅
、建
築
、地
籍
調
査
、屋
外
広
告
物

教
育
委
員
会
の
運
営
、奨
学
金
、教
育
施
設
整
備

教
育
方
針
、教
育
課
程
、就
学
手
続

生
涯
学
習
、青
少
年
、社
会
体
育
、文
化
振
興

文
化
財
保
護
、文
化
財
・
埋
蔵
文
化
財
の
各
種
手
続

図
書
館
管
理
運
営

美
術
館
管
理
運
営

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
、給
食
費
徴
収

庶
務
、入
札
、財
産
管
理
、水
道
計
画
、市
営
バ
ス

上
水
道
の
経
理
、下
水
道
の
経
理

水
道
料
金
等
の
収
納
、各
種
届
出

給
配
水
管
路
の
布
設
・
維
持
管
理

水
道
施
設
の
維
持
管
理
、水
質
管
理

下
水
道
計
画
、施
設
整
備
、維
持
管
理

消
防
本
部
管
理
運
営

防
災
普
及
啓
発
、災
害
対
策

火
災
予
防
指
導
、違
反
是
正
、建
築
同
意

１
１
９
番
通
報
対
応
管
理

火
災
・
救
急
等
災
害
対
応
、火
災
予
防
、各
種
条
例
届
出

火
災
・
救
急
等
災
害
対
応
、火
災
予
防
、各
種
条
例
届
出

現
金
の
出
納
、料
金
・
税
金
の
納
入
、工
事
検
査

議
会
運
営

監
査
委
員
に
関
す
る
事
務

農
地
法
、農
地
取
得
、農
地
転
用

農
林
業
振
興
、農
振
管
理
、就
農
支
援
、有
害
鳥
獣
対
策

観
光
振
興
、観
光
イ
ベ
ン
ト
、商
工
業
振
興

農
林
道
の
維
持
管
理
、農
業
用
水
利

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
推
進

自
然
環
境
保
護

総
務
課

人
事
課

管
財
課

税
務
課

納
税
課

防
災
危
機
管
理
課

市
民
活
動
支
援
課

戸
籍
市
民
課

国
保
年
金
課

環
境
課

窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

福
祉
総
合
相
談
課

障
が
い
福
祉
課

介
護
福
祉
課

子
育
て
支
援
課

健
康
増
進
課

農
政
課

観
光
商
工
課

農
林
土
木
課

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

推
進
室

総合政策部総務部市民部保健福祉部農林商工部

道
路
整
備
課

都
市
計
画
課

建
築
住
宅
課

用
地
管
理
課

下
水
道
課

建設部

教
育
総
務
課

学
校
教
育
課

生
涯
学
習
課

文
化
財
課

市
立
図
書
館

市
立
美
術
館

市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

教育委員会

総
務
課

経
理
課

料
金
課

工
務
課

浄
水
管
理
課

企業局

管
理
課

消
防
課

予
防
課

指
令
課

南
ア
ル
プ
ス
消
防
署

八
田
消
防
署

消防本部

会
計
課

議
会
事
務
局

監
査
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

道
路
整
備
課

都
市
計
画
課

管
理
住
宅
課

建設部

教
育
総
務
課

学
校
教
育
課

生
涯
学
習
課

文
化
財
課

市
立
図
書
館

市
立
美
術
館

市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

教育委員会

総
務
課

経
理
課

料
金
課

工
務
課

浄
水
管
理
課

下
水
道
課

企業局

管
理
課

消
防
課

予
防
課

指
令
課

南
ア
ル
プ
ス
消
防
署

八
田
消
防
署

消防本部

■ ･･･ 

業
務
移
管
に
よ
り
廃
止

赤
字 

・・・ 

移
管
さ
れ
た
業
務

■ ･･･ 

業
務
の
変
更

赤
字 ･･･ 

部
署
名
の
変
更

お問合せ／政策推進課  ☎282-6073

４月から市役所の
組織が変わります！

市民の皆さまの利便性の向上を目指して
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平
成
30
年
度

山
梨
県
明
る
い
選
挙
啓
発

    

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　        【
優
秀
作
品
】

か
も 

さ
く   

あ
か  

り

む
ら 

ま
つ

統
一
地
方
選
挙

４
月
７
日（
日
）・
21
日（
日
）

山
梨
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

告
示
日
　
３
月
29
日（
金
）

投
票
日
　
４
月
７
日（
日
）

投
票
時
間
　
７
時
〜
20
時

期
　
間
　
３
月
30
日（
土
）〜
４
月
６
日（
土
）

時
　
間
　
８
時
30
分
〜
20
時

場
　
所
　
市
役
所
新
館
、健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

期
日
前
投
票

第
42
投
票
所
　
戸
田
公
会
堂

第
８
投
票
所
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

投
票
所
の
変
更

南
ア
ル
プ
ス
市
長
選
挙

告
示
日
　
４
月
14
日（
日
）

投
票
日
　
４
月
21
日（
日
）

投
票
時
間
　
７
時
〜
20
時

期
　
間
　
４
月
15
日（
月
）〜
４
月
20
日（
土
）

時
　
間
　
８
時
30
分
〜
20
時

場
　
所
　
市
役
所
新
館
、健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

期
日
前
投
票

第
42
投
票
所
　
宮
沢
公
会
堂

投
票
所
の
変
更

※
投
票
所
入
場
券
の
発
送
は
、告
示
日
に
行
な
い

　
ま
す
が
、郵
便
事
情
に
よ
り
、配
達
に
日
数
が

　
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

投
票
所
入
場
券
が
な
く
て
も
、運
転
免
許
証

　
等
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
が
あ
れ
ば
投
票

　
で
き
ま
す
。

選
ぼ
う
よ  

地
域
の
笑
顔  

増
や
す
人

櫛
形
北
小
学
校 

６
年 

鴨
作 

朱
莉 

さ
ん

さ
あ
行
こ
う  

願
う
だ
け
じ
ゃ  

変
わ
ら
な
い

甲
西
中
学
校 

２
年 

村
松 

く
る
み 

さ
ん

お
問
合
せ
／
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）１
１
１
１

　室内犬・室外犬に関係なく生後 91日以上の犬は登録が必要です。

登録の際は、事前に狂犬病予防注射を接種し、獣医師の発行する

「注射済証明書」を申請窓口にお持ちください。

犬を飼い始めたら犬を飼い始めたら

　犬の放し飼いは、県条例により禁止されています。飼い主にとって

は従順な犬でも、環境や状況が変わることにより咬みついたりする

こともありますので、必ず綱や鎖でつないでおきましょう。

犬の放し飼いはやめましょう犬の放し飼いはやめましょう

　犬が行方不明になったら、下記までご連絡ください。

・環境課　☎282-6097　・中北保健所峡北支所　☎0551-23-3071　
・南アルプス警察署　☎282-0110
　また、保護された際に、すぐに飼い主の元へ帰れるよう、首輪に

は「鑑札」「注射済票」「連絡先」をつけてください。そして、日頃

から首輪が抜けないか、鎖やワイヤーが切れないか点検をしましょう。

犬がいなくなったら犬がいなくなったら

　必ず死亡の届出を行なってください。電話でも受け付けます。

犬が死んでしまったら犬が死んでしまったら

　「犬のフンが放置されていて迷惑している」という苦情が後を

絶ちません。犬を散歩させる際は、必ず犬のフンを処理する用具

を携帯し、飼い主が責任を持ってフンを持ち帰りましょう。

犬のフンは持ち帰りましょう犬のフンは持ち帰りましょう

ペットは正しく飼いましょう

猫は屋内飼育を心掛けましょう猫は屋内飼育を心掛けましょう
　「敷地内にフンをして困る」「家の中に入っていたずらを

して困る」などの苦情が多く寄せられています。猫を野外で

飼うと、フン尿や鳴き声、いたずらによって近所とのトラブル

の原因になるほか、猫が交通事故に遭ったり、伝染病に感染

する危険性も高まります。猫のためにも屋内飼育をしましょう。

　猫に対して優しい気持ちで取った行動が、野良猫を

増やし、地域の社会問題になってしまう場合もあります。

餌を与えた時点で、その猫に対しての責任が発生すること

を認識してください。

　飼い猫や飼い猫から産まれた子猫を捨てる

ことも絶対にやめてください。

飼い猫以外に餌を与えないでください飼い猫以外に餌を与えないでください

平成31年度 狂犬病予防注射日程表平成31年度 狂犬病予防注射日程表
犬の登録と狂犬病予防注射犬の登録と狂犬病予防注射

手数料手数料

病気・妊娠などで
注射が受けられない場合
病気・妊娠などで
注射が受けられない場合

〒

ふりがな

氏　名

所在地 ※

種　類 ・雑種 毛  色

性　別　 オス・メス 名  前

生年月日 体  格

※印には申請者の住所と犬の所在地が異なる場合のみ記入してください。

避妊・去勢手術の有無

住　所

電話
番号

大・中・ 小   

有　・　無

特　　徴

犬の新規登録用紙

申 

請 

者

犬

六科集落センター
下高砂集落センター
加賀美公民館
藤田集落センター
浅原集落センター
西別館南側駐車場
山寺公会堂
西地区農村改善センター
中部資源回収センター
宮沢公民館
西南湖報徳館
東南湖公民館
十日市場ふれあいセンター
江原集荷場
甲西窓口サービスセンター
鏡中條スポーツ公園
下今井集落センター
寺部公民館
野牛島集落センター
上高砂集落センター
飯野新田営農センター
JA南アルプス市飯野共選所
白根窓口サービスセンター
百々公民館
上八田公会堂
JA南アルプス市豊支所共選所
沢登公民館
荊沢公民館
JA南アルプス市落合支所
落合創造館アミカル
JA南アルプス市在家塚支所
JA南アルプス市西野共選所
今諏訪生涯学習センター
有野公民館
源西区公民館
芦安窓口サービスセンター
白根窓口サービスセンター
旧八田健康管理センター
旧若草窓口サービスセンター
甲西窓口サービスセンター
西別館南側駐車場

９：００  ～ 　９：３０
９：５０  ～ １０：１０
１３：３０  ～ １３：５０
１４：００  ～ １４：２０
１４：３０  ～ １４：５０
９：００  ～ １０：００
１０：１５  ～ １０：４５
１１：００  ～ １１：４０
１３：３０  ～ １４：３０
９：００  ～ 　９：２０
９：４０  ～ １０：１０
１０：３０  ～ １１：００
１３：３０  ～ １３：５０
１４：０５  ～ １４：２５
１４：４０  ～ １５：００
９：００  ～ 　９：３０
９：４０  ～ １０：００
１０：１５  ～ １０：３５
１３：３０  ～ １４：００
１４：１５  ～ １４：３５
９：００  ～ 　９：３０
９：４０  ～ １０：２０
１０：３０  ～ １０：５０
１３：３０  ～ １４：３０
１４：４５  ～ １５：０５
９：００  ～ １０：００
１０：１５  ～ １０：４５
１３：３０  ～ １３：５０
１４：００  ～ １４：３０
１４：４０  ～ １５：００
９：００  ～ 　９：２０
９：３０  ～ １０：００
１０：１５  ～ １０：３５
１３：３０  ～ １４：１０
１４：２５  ～ １４：５５
１５：１０  ～ １５：２５
９：００  ～ １０：３０
１１：００  ～ １１：５０
９：００  ～ １０：３０
１１：００  ～ １１：５０
１４：００  ～ １５：３０

実施日 地区名 実施場所 時 間

八　田
若　草

どこの会場でも注射を受けることができます。

・登録のみの手続き
・市外からの転入犬の受付　
・済票のみの交付

4月

９日（火）

全　域5月

11日（土）

11日（木）

※会場では、次の手続きはできません。ご注意ください。

櫛　形

16日（火）
甲　西
若　草

17日（水）
若　草
八　田

23日（火）
櫛　形
甲　西

25日（木）
白　根
芦　安

18日（木）白　根

犬が登録されている場合はハガキが郵送され
ますので、必ずハガキをお持ちください。

病院で発行される「猶予証明書」を申請窓口へ
お持ちください。１年間猶予犬として登録され
ます。

狂犬病予防法に基づき、犬を飼っている方に
は、飼い犬の生涯１回の登録と年１回の狂犬病
予防注射が義務付けられています。
※集合注射会場では予防注射と登録手続きが同時
　にできます。集合注射の会場で接種できない場
　合は、動物病院で狂犬病予防注射を受け「注射済
　証明書」を申請窓口にお持ちください。注射済票
　を交付します。

登録内容の変更登録内容の変更
届出が必要です。市外からの住所変更の場合は、
前住所地で交付された鑑札を持って、申請窓口
にお越しください。

申請窓口申請窓口
環境課・各窓口サービスセンター

※交付された注射済票は首輪につけてください。
　市が保護した場合に連絡先がわかります。

注射料　 2,950円
注射済票交付手数料　 550円
登録　 3,000円

お問合せ／環境課  ☎282-6097

狂犬病予防注射のお知らせ平成
31年度
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山
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キ
ャ
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優
秀
作
品
】

か
も 

さ
く   

あ
か  

り

む
ら 

ま
つ

統
一
地
方
選
挙

４
月
７
日（
日
）・
21
日（
日
）

山
梨
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

告
示
日
　
３
月
29
日（
金
）

投
票
日
　
４
月
７
日（
日
）

投
票
時
間
　
７
時
〜
20
時

期
　
間
　
３
月
30
日（
土
）〜
４
月
６
日（
土
）

時
　
間
　
８
時
30
分
〜
20
時

場
　
所
　
市
役
所
新
館
、健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

期
日
前
投
票

第
42
投
票
所
　
戸
田
公
会
堂

第
８
投
票
所
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

投
票
所
の
変
更

南
ア
ル
プ
ス
市
長
選
挙

告
示
日
　
４
月
14
日（
日
）

投
票
日
　
４
月
21
日（
日
）

投
票
時
間
　
７
時
〜
20
時

期
　
間
　
４
月
15
日（
月
）〜
４
月
20
日（
土
）

時
　
間
　
８
時
30
分
〜
20
時

場
　
所
　
市
役
所
新
館
、健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

期
日
前
投
票

第
42
投
票
所
　
宮
沢
公
会
堂

投
票
所
の
変
更

※

投
票
所
入
場
券
の
発
送
は
、告
示
日
に
行
な
い

　
ま
す
が
、郵
便
事
情
に
よ
り
、配
達
に
日
数
が

　
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

投
票
所
入
場
券
が
な
く
て
も
、運
転
免
許
証

　
等
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
が
あ
れ
ば
投
票

　
で
き
ま
す
。

選
ぼ
う
よ  

地
域
の
笑
顔  

増
や
す
人

櫛
形
北
小
学
校 

６
年 

鴨
作 

朱
莉 

さ
ん

さ
あ
行
こ
う  

願
う
だ
け
じ
ゃ  

変
わ
ら
な
い

甲
西
中
学
校 

２
年 

村
松 

く
る
み 

さ
ん

お
問
合
せ
／
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）１
１
１
１

　室内犬・室外犬に関係なく生後 91日以上の犬は登録が必要です。

登録の際は、事前に狂犬病予防注射を接種し、獣医師の発行する

「注射済証明書」を申請窓口にお持ちください。

犬を飼い始めたら犬を飼い始めたら

　犬の放し飼いは、県条例により禁止されています。飼い主にとって

は従順な犬でも、環境や状況が変わることにより咬みついたりする

こともありますので、必ず綱や鎖でつないでおきましょう。

犬の放し飼いはやめましょう犬の放し飼いはやめましょう

　犬が行方不明になったら、下記までご連絡ください。

・環境課　☎282-6097　・中北保健所峡北支所　☎0551-23-3071　
・南アルプス警察署　☎282-0110
　また、保護された際に、すぐに飼い主の元へ帰れるよう、首輪に

は「鑑札」「注射済票」「連絡先」をつけてください。そして、日頃

から首輪が抜けないか、鎖やワイヤーが切れないか点検をしましょう。

犬がいなくなったら犬がいなくなったら

　必ず死亡の届出を行なってください。電話でも受け付けます。

犬が死んでしまったら犬が死んでしまったら

　「犬のフンが放置されていて迷惑している」という苦情が後を

絶ちません。犬を散歩させる際は、必ず犬のフンを処理する用具

を携帯し、飼い主が責任を持ってフンを持ち帰りましょう。

犬のフンは持ち帰りましょう犬のフンは持ち帰りましょう

ペットは正しく飼いましょう

猫は屋内飼育を心掛けましょう猫は屋内飼育を心掛けましょう
　「敷地内にフンをして困る」「家の中に入っていたずらを

して困る」などの苦情が多く寄せられています。猫を野外で

飼うと、フン尿や鳴き声、いたずらによって近所とのトラブル

の原因になるほか、猫が交通事故に遭ったり、伝染病に感染

する危険性も高まります。猫のためにも屋内飼育をしましょう。

　猫に対して優しい気持ちで取った行動が、野良猫を

増やし、地域の社会問題になってしまう場合もあります。

餌を与えた時点で、その猫に対しての責任が発生すること

を認識してください。

　飼い猫や飼い猫から産まれた子猫を捨てる

ことも絶対にやめてください。

飼い猫以外に餌を与えないでください飼い猫以外に餌を与えないでください

平成31年度 狂犬病予防注射日程表平成31年度 狂犬病予防注射日程表
犬の登録と狂犬病予防注射犬の登録と狂犬病予防注射
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病気・妊娠などで
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〒

ふりがな

氏　名

所在地 ※

種　類 ・雑種 毛  色

性　別　 オス・メス 名  前

生年月日 体  格

※印には申請者の住所と犬の所在地が異なる場合のみ記入してください。

避妊・去勢手術の有無

住　所

電話
番号

大・中・ 小   
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特　　徴

犬の新規登録用紙
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請 

者
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寺部公民館
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９：００  ～ 　９：３０
９：５０  ～ １０：１０
１３：３０  ～ １３：５０
１４：００  ～ １４：２０
１４：３０  ～ １４：５０
９：００  ～ １０：００
１０：１５  ～ １０：４５
１１：００  ～ １１：４０
１３：３０  ～ １４：３０
９：００  ～ 　９：２０
９：４０  ～ １０：１０
１０：３０  ～ １１：００
１３：３０  ～ １３：５０
１４：０５  ～ １４：２５
１４：４０  ～ １５：００
９：００  ～ 　９：３０
９：４０  ～ １０：００
１０：１５  ～ １０：３５
１３：３０  ～ １４：００
１４：１５  ～ １４：３５
９：００  ～ 　９：３０
９：４０  ～ １０：２０
１０：３０  ～ １０：５０
１３：３０  ～ １４：３０
１４：４５  ～ １５：０５
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実施日 地区名 実施場所 時 間
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どこの会場でも注射を受けることができます。

・登録のみの手続き
・市外からの転入犬の受付　
・済票のみの交付

4月

９日（火）

全　域5月

11日（土）

11日（木）

※会場では、次の手続きはできません。ご注意ください。

櫛　形

16日（火）
甲　西
若　草

17日（水）
若　草
八　田

23日（火）
櫛　形
甲　西

25日（木）
白　根
芦　安

18日（木）白　根

犬が登録されている場合はハガキが郵送され
ますので、必ずハガキをお持ちください。

病院で発行される「猶予証明書」を申請窓口へ
お持ちください。１年間猶予犬として登録され
ます。

狂犬病予防法に基づき、犬を飼っている方に
は、飼い犬の生涯１回の登録と年１回の狂犬病
予防注射が義務付けられています。
※集合注射会場では予防注射と登録手続きが同時
　にできます。集合注射の会場で接種できない場
　合は、動物病院で狂犬病予防注射を受け「注射済
　証明書」を申請窓口にお持ちください。注射済票
　を交付します。

登録内容の変更登録内容の変更
届出が必要です。市外からの住所変更の場合は、
前住所地で交付された鑑札を持って、申請窓口
にお越しください。

申請窓口申請窓口
環境課・各窓口サービスセンター

※交付された注射済票は首輪につけてください。
　市が保護した場合に連絡先がわかります。

注射料　 2,950円
注射済票交付手数料　 550円
登録　 3,000円

お問合せ／環境課  ☎282-6097

狂犬病予防注射のお知らせ平成
31年度
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北部地域包括支援センターが
開設されました

地域包括支援センターへ
ご相談ください！

お問合せ／南アルプス市地域包括支援センター  
　　　　　☎282-7339 お問合せ／学校教育課  ☎282-7776
9

南アルプス市立
小中一貫校がスタートしました
　小学校６年間と中学校３年間の義務教育９年間を連続させた「小中一貫校」の取り組みが、 ４月から
八田小学校と八田中学校、芦安小学校と芦安中学校で始まりました。

　地域包括支援センターでは、 もの忘れ、 介護予防、 介護保険の利用に関することなど、 高齢者に関する
さまざまな相談への対応や、 認知症や介護予防のための支援、 高齢者虐待の早期発見などの業務を
行なっています。
　市では、 市全域を担当する地域包括支援センターを市役所内に設置して業務を行なってきましたが、 ４月１
日から、 市民の方がより身近な地域で利用できるよう、 市北部の地区（八田、白根、芦安）を担当する北部地域包
括支援センターを新たに開設しました。 今後は、 八田、 白根、 芦安地区にお住まいの方は、 北部地域包括支援
センターをご利用ください。 なお、 ９月までは、 市役所介護福祉課内で業務を行ないますのでご注意ください。

Q&AQ&A 小中一貫校になって何が変わるの？小中一貫校になって何が変わるの？

どんなことが目的なの？
次の4つが目的です。
❶ 未来を切り拓く学校教育の充実　　❷ 教員の意識改革と指導力の向上
❸ 「中一ギャップ」への対応　　　　　❹ 教育課題の解消

どんなことをするの？
義務教育９年間の子どもたちの発達を捉え、「授業の進め方」を統一したり、「地域の特色」を活か
したりすることをとおして、小中学校が一貫した教育を行ないます。

学校の名称が変わるの？
通称として「南アルプス市立小中一貫校八田小中学校」「南アルプス市立小中一貫校芦安小中学
校」という名前を使いますが、 それぞれの学校名はこれまでと変わりません。

南アルプス市立小中一貫校八田小中学校

八田小学校

八田中学校

南アルプス市立小中一貫校芦安小中学校

芦安小学校

芦安中学校

担当地区：若草、櫛形、甲西
場　　所：市役所新館１階  介護福祉課内
業務時間：８時30分～17時15分　　電話番号：282‒7339

担当地区：八田、白根、芦安
場　　所：（2019年９月まで）市役所新館１階  介護福祉課内
　　　　   （2019年10月から）白根げんき館（在家塚1156‒1）
業務時間：８時30分～17時15分
運　　営：南アルプス市社会福祉協議会
電話番号：288‒1440

南アルプス市 北部地域包括支援センター

南アルプス市 地域包括支援センター 桃源文化会館
入口

白根
げんき館白根巨摩

中学校

県
道
42号

線

健康福祉センター
（白根支所）

芦安地区

櫛形地区 甲西地区

白根地区 八田地区

若草地区

南アルプス市

例えば例えば
・介護予防ケアプランなどを作成します
・必要な介護サービスへつなげます
・高齢者の権利を守ります

こんなことで  
悩んでいませんか？

おばあちゃんの
　介護が大変だな

これからも
元気で生活できるか

不安だな

最近、もの忘れが
増えてきたな

など



    8

北部地域包括支援センターが
開設されました

地域包括支援センターへ
ご相談ください！

お問合せ／南アルプス市地域包括支援センター  
　　　　　☎282-7339 お問合せ／学校教育課  ☎282-7776
9

南アルプス市立
小中一貫校がスタートしました
　小学校６年間と中学校３年間の義務教育９年間を連続させた「小中一貫校」の取り組みが、 ４月から
八田小学校と八田中学校、芦安小学校と芦安中学校で始まりました。

　地域包括支援センターでは、 もの忘れ、 介護予防、 介護保険の利用に関することなど、 高齢者に関する
さまざまな相談への対応や、 認知症や介護予防のための支援、 高齢者虐待の早期発見などの業務を
行なっています。
　市では、 市全域を担当する地域包括支援センターを市役所内に設置して業務を行なってきましたが、 ４月１
日から、 市民の方がより身近な地域で利用できるよう、 市北部の地区（八田、白根、芦安）を担当する北部地域包
括支援センターを新たに開設しました。 今後は、 八田、 白根、 芦安地区にお住まいの方は、 北部地域包括支援
センターをご利用ください。 なお、 ９月までは、 市役所介護福祉課内で業務を行ないますのでご注意ください。

Q&AQ&A 小中一貫校になって何が変わるの？小中一貫校になって何が変わるの？

どんなことが目的なの？
次の4つが目的です。
❶ 未来を切り拓く学校教育の充実　　❷ 教員の意識改革と指導力の向上
❸ 「中一ギャップ」への対応　　　　　❹ 教育課題の解消

どんなことをするの？
義務教育９年間の子どもたちの発達を捉え、「授業の進め方」を統一したり、「地域の特色」を活か
したりすることをとおして、小中学校が一貫した教育を行ないます。

学校の名称が変わるの？
通称として「南アルプス市立小中一貫校八田小中学校」「南アルプス市立小中一貫校芦安小中学
校」という名前を使いますが、 それぞれの学校名はこれまでと変わりません。

南アルプス市立小中一貫校八田小中学校

八田小学校

八田中学校

南アルプス市立小中一貫校芦安小中学校

芦安小学校

芦安中学校

担当地区：若草、櫛形、甲西
場　　所：市役所新館１階  介護福祉課内
業務時間：８時30分～17時15分　　電話番号：282‒7339

担当地区：八田、白根、芦安
場　　所：（2019年９月まで）市役所新館１階  介護福祉課内
　　　　   （2019年10月から）白根げんき館（在家塚1156‒1）
業務時間：８時30分～17時15分
運　　営：南アルプス市社会福祉協議会
電話番号：288‒1440

南アルプス市 北部地域包括支援センター

南アルプス市 地域包括支援センター 桃源文化会館
入口

白根
げんき館白根巨摩

中学校

県
道
42号

線

健康福祉センター
（白根支所）

芦安地区

櫛形地区 甲西地区

白根地区 八田地区

若草地区

南アルプス市

例えば例えば
・介護予防ケアプランなどを作成します
・必要な介護サービスへつなげます
・高齢者の権利を守ります

こんなことで  
悩んでいませんか？

おばあちゃんの
　介護が大変だな

これからも
元気で生活できるか

不安だな

最近、もの忘れが
増えてきたな

など



CLIP
Minamialps-City Information

「
く
ら
し
の
便
利
帳
」へ
の

広
告
掲
載
に
つ
い
て

　
今
年
８
月
に
、「
く
ら
し
の
便
利
帳
」の
新
刊
を
発
行
し
、

全
戸
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
便
利
帳
は
、
市
民
が
日
常
必
要
な
手
続
き
や
施
設

の
案
内
、
市
内
の
観
光
や
文
化
、
医
療
情
報
な
ど
、
役
立

つ
情
報
を
幅
広
く
掲
載
す
る
も
の
で
す
。

　
発
行
に
あ
た
り
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
官
民
協
働
発
行

の
協
定
を
締
結
し
、市
が
監
修
、同
社
が
広
告
募
集
、作
成
、

配
布
を
行
な
い
ま
す
。

　
こ
の
冊
子
への
広
告
掲
載
に
つい
て
、
事
業
者
を
対
象
に
㈱

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
広
告
掲
載
の
ご
案
内
に
伺
い
ま
す
の
で
、
趣

旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
㈱
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
の
担
当
者
は
市
章
入
り
の
名
刺
を
持
参
し
ま
す
。）

　
ま
た
、
広
告
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
業
者
名
・

所
在
地
・
担
当
者
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
直
接
フ
ァッ

ク
ス
で
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス 

山
梨
営
業
所
　

電
話（
２
３
６
）８
５
８
２
／
フ
ァッ
ク
ス（
２
６
９
）５
９
１
５

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　s-yam

anashi@
scinex.co.jp

●
お
問
合
せ
／
秘
書
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
３
７

や
ま
な
し
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
登
録
料
の
助
成

　
市
で
は
、
山
梨
県
が
設
置
す
る
「
や
ま
な
し
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
会
員
制
の
お
見
合
い
シ
ス
テ
ム
）
の
入

会
登
録
料
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
　
象
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
独
身
の
方
で
、「
や
ま

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の

交
付
に
つ
い
て

　
市
で
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
運
行
の
補
完
、
高
齢
者
の

生
活
支
援
、
社
会
参
加
の
促
進
な
ど
を
目
的
に
、
次
の
と

お
り
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す
。

受
付
開
始
　
４
月
４
日（
木
）

助
成
内
容
　
タ
ク
シ
ー
初
乗
り
運
賃
額

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
連
休

中
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
４
月
27
日（
土
）か
ら
５
月
６
日（
月
）ま
で（
以
下
、 

10
連

休
中
）、 

市
役
所
は
長
期
の
閉
庁
と
な
り
ま
す
。 

ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、 

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
休
止

お
よ
び
迂
回
運
行
の
お
知
ら
せ

実
施
日
　
４
月
７
日（
日
）13
時
〜
14
時
30
分

内
　
容
　
２
号
車
八
田
白
根
線
の
第
５
便
を「
六
科
交
差
点
」

　
か
ら「
飯
野
新
町
交
差
点
」ま
で
迂
回
運
行

百
々
地
区「
祇
園
祭
」開
催
に
伴
う
迂
回
運
行

実
施
日
　
４
月
14
日（
日
）

運
行
休
止
　「
１
号
車
芦
安
線
・２
号
車
八
田
白
根
線
・３
号

　
車
若
草
甲
西
線
・４
号
車
櫛
形
白
根
線
」の
始
発
か
ら
第

　
４
便
ま
で
運
行
休
止

迂
回
運
行
　
５
号
車
八
田
若
草
線
の
第
４
便
・
第
５
便
を

　「
桃
園
神
社
前
交
差
点
」か
ら「
巨
摩
共
立
病
院
東
交
差

　
点
」ま
で
迂
回
運
行

利
用
で
き
な
い
バ
ス
停
　
桃
園
神
社
、巨
摩
共
立
病
院

※

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、交
通
政
策
室
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
４

　
山
梨
交
通
敷
島
営
業
所
　
　
電
話（
２
７
７
）８
９
１
１

「
桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」に
伴
う
運
行
休
止
と
迂
回
運
行

南
ア
ル
プ
ス
市 

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

就
職
フ
ェ
ア
in
新
宿

　
市
内
の
求
人
企
業
の
企
業
説
明
会・移
住
相
談・観
光
Ｐ
Ｒ

ブ
ー
ス
を
設
け
た
就
職
フェア
を
新
宿
に
て
開
催
し
ま
す
。

　
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
方
で
本
市
の
企
業
に
就
職
を
希

望
さ
れ
る
方
、本
市
に
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
な
ど
大
歓

迎
で
す
。 

都
心
に
出
て
い
る
ご
家
族
に
も
、ぜ
ひ
お
声
か
け

く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
４
月
19
日（
金
）

時
　
間
　
13
時
〜
16
時

場
　
所
　
ベ
ル
サ
ー
ル
新
宿
グ
ラ
ン
ド（
東
京
都
新
宿
区
）

対
　
象
　
２
０
２
０
年
卒
業
予
定
者
お
よ
び
本
市
に
興
味
の

　
あ
る
方
、一
般
求
職
者
、転
職
希
望
者
、再
就
職
希
望
者

参
加
企
業
　
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
支
店
な
ど
が
あ
る
求

　
人
企
業（
約
20
社※

現
在
募
集
中
）

※

求
職
者
の
事
前
申
込
と
参
加
費
は
不
要
で
す
。

※

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お
電
話
に

　
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

利
用
で
き
な
い
バ
ス
停
　
六
科
、百
々
、白
根
中
央
公
園
入
口

交
付
枚
数

　
月
あ
た
り
２
枚

※

櫛
形
西
地
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
運
行
区
域
の
方
は

　
月
あ
た
り
１
枚
で
す
。

対
象
者
　
市
内
に
住
所
が
あ
る
、
昭
和
20
年
４
月
１
日
以

　
前
に
生
ま
れ
た
方
（
平
成
31
年
度
末
の
年
齢
が
満
75
歳

　
以
上
の
方
）

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
除
き
ま
す
。

①
重
度
心
身
障
害
者
等
の
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
を
受

　
け
る
資
格
が
あ
る
方
。

②
申
請
者
の
移
動
に
伴
う
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い

　
る
方
。

申
請
場
所
　
交
通
政
策
室
、
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
身
分
証
明
書
（
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）、

　
印
鑑

※

家
族
等
に
よ
る
代
理
申
請
の
場
合
は
、
申
請
者
本
人
お
よ

　
び
代
理
人
の
身
分
証
明
書（
原
本
）と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

●
お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
４

　
な
し
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
に
入
会
し
、「
南
ア

　
ル
プ
ス
市
結
婚
相
談
所
」
へ
登
録
し
て
い
る
方

助
成
額
　
や
ま
な
し
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
入
会
登
録
料

　
の
額
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
額（
上
限
５
，０
０
０
円
）。

申
請
期
限
　
や
ま
な
し
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
会
員

　
登
録
の
日
か
ら
６
ヵ
月
以
内

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
支
援
課

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）６
４
９
３

　
発
達
障
が
い
啓
発
週
間
　
４
月
２
日
〜
８
日

　
平
成
19
年
、
国
連
に
お
い
て
毎
年
４
月
２
日
を
「
世
界

自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
と
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
を
中
心
に
、
世
界
各
地
で
自
閉
症
に
関
す
る
啓
発

の
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、毎
年
、

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
の
４
月
２
日
か
ら
８
日
を
発
達

障
が
い
啓
発
週
間
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等
の
活
動
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
は
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
感
性
と
個
性
を
も
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
認
め
合
い
、
互
い
に
支
え
合
い
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障

が
い
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
、
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が

幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
も

の
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ブ
ル
ー
は
癒
し
や
希
望
を
表
す
色
で
す
。
世
界
自
閉
症

啓
発
デ
ー
日
本
実
行
委
員
会
は
、
青
（
ブ
ル
ー
）
を
自
閉

症
や
発
達
障
が
い
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
シ
ン
ボ
ル

カ
ラ
ー
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
日
本
実
行
委
員
会
公
式
サ
イ
ト

　http://w
w
w
.w
orldautism

aw
arenessday.jp/

●
お
問
合
せ
／
障
が
い
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）６
１
９
７

毎
年
４
月
２
日
は

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
で
す

青（
ブ
ル
ー
）で
伝
え
る
と
は

実
施
日
　
４
月
７
日（
日
）13
時
〜
16
時

内
　
容
　
２
号
車
八
田
白
根
線
の
第
５
便
・
第
６
便
を「
桜

　
橋
東
詰
交
差
点
」か
ら「
小
笠
原
橋
北
詰
交
差
点
」ま
で

　
迂
回
運
行

利
用
で
き
な
い
バ
ス
停
　
南
ア
ル
プ
ス
市
役
所
北

小
笠
原
地
区「
御
幸
祭
」開
催
に
伴
う
迂
回
運
行

　
10
連
休
中
の
、主
な
施
設
の
営
業
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○
休
業
日
な
し

　
エコ
パ
伊
奈
ヶ
湖
、芦
安
山
岳
館
、安
藤
家
住
宅
、市
立
美

　
術
館
、中
央
図
書
館
、櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、樹
園
、

　
金
山
沢
温
泉
、や
ま
な
み
の
湯
、道
の
駅
し
ら
ね
、桃
源

　
文
化
会
館

※

エコ
パ
伊
奈
ヶ
湖
、市
立
美
術
館
、中
央
図
書
館
、櫛
形
生

　
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、桃
源
文
化
会
館
は
、５
月
７
日（
火
）

　
に
休
館
し
ま
す
。

○
４
月
29
日（
月
）、５
月
６
日（
月
）休
業

　
ま
ち
の
駅
く
し
が
た
、高
度
農
業
情
報
セ
ン
タ
ー
、白
根
生

　
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、櫛
形
北
地

　
区
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、櫛
形
西
地
区
環
境
改
善
セ
ン

　
タ
ー
、働
く
婦
人
の
家
、甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○
そ
の
他
の
休
業
日

・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
　
４
月
29
日（
月
）〜
５
月
６
日（
月
）

・
白
根
桃
源
天
笑
閣
　
４
月
30
日（
火
）

・
さ
く
ら
の
里
い
こ
い
の
家
　
５
月
３
日（
金
）

・
塩
沢
渓
谷
河
川
公
園
　
５
月
１
日（
水
）

そ
の
他
の
施
設
に
つい
て
は
個
別
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
共
施
設
の
営
業
に
つ
い
て

　
10
連
休
中
は
、 

祝
祭
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。 「
１
号

車
か
ら
４
号
車
の
第
１
便
」、 「
５
号
車
の
第
１
便
・
第
２

便
」は
運
休
と
な
り
ま
す
の
で
、 

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

広
告
掲
載
に
つ
い
て

11   10
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「
く
ら
し
の
便
利
帳
」へ
の

広
告
掲
載
に
つ
い
て

　
今
年
８
月
に
、「
く
ら
し
の
便
利
帳
」の
新
刊
を
発
行
し
、

全
戸
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
便
利
帳
は
、
市
民
が
日
常
必
要
な
手
続
き
や
施
設

の
案
内
、
市
内
の
観
光
や
文
化
、
医
療
情
報
な
ど
、
役
立

つ
情
報
を
幅
広
く
掲
載
す
る
も
の
で
す
。

　
発
行
に
あ
た
り
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
官
民
協
働
発
行

の
協
定
を
締
結
し
、市
が
監
修
、同
社
が
広
告
募
集
、作
成
、

配
布
を
行
な
い
ま
す
。

　
こ
の
冊
子
への
広
告
掲
載
に
つい
て
、
事
業
者
を
対
象
に
㈱

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
広
告
掲
載
の
ご
案
内
に
伺
い
ま
す
の
で
、
趣

旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
㈱
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
の
担
当
者
は
市
章
入
り
の
名
刺
を
持
参
し
ま
す
。）

　
ま
た
、
広
告
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
業
者
名
・

所
在
地
・
担
当
者
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
直
接
フ
ァッ

ク
ス
で
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス 

山
梨
営
業
所
　

電
話（
２
３
６
）８
５
８
２
／
フ
ァッ
ク
ス（
２
６
９
）５
９
１
５

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　s-yam

anashi@
scinex.co.jp

●
お
問
合
せ
／
秘
書
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
３
７

や
ま
な
し
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
登
録
料
の
助
成

　
市
で
は
、
山
梨
県
が
設
置
す
る
「
や
ま
な
し
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
会
員
制
の
お
見
合
い
シ
ス
テ
ム
）
の
入

会
登
録
料
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
　
象
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
独
身
の
方
で
、「
や
ま

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の

交
付
に
つ
い
て

　
市
で
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
運
行
の
補
完
、
高
齢
者
の

生
活
支
援
、
社
会
参
加
の
促
進
な
ど
を
目
的
に
、
次
の
と

お
り
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す
。

受
付
開
始
　
４
月
４
日（
木
）

助
成
内
容
　
タ
ク
シ
ー
初
乗
り
運
賃
額

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
連
休

中
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
４
月
27
日（
土
）か
ら
５
月
６
日（
月
）ま
で（
以
下
、 

10
連

休
中
）、 

市
役
所
は
長
期
の
閉
庁
と
な
り
ま
す
。 

ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、 

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
休
止

お
よ
び
迂
回
運
行
の
お
知
ら
せ

実
施
日
　
４
月
７
日（
日
）13
時
〜
14
時
30
分

内
　
容
　
２
号
車
八
田
白
根
線
の
第
５
便
を「
六
科
交
差
点
」

　
か
ら「
飯
野
新
町
交
差
点
」ま
で
迂
回
運
行

百
々
地
区「
祇
園
祭
」開
催
に
伴
う
迂
回
運
行

実
施
日
　
４
月
14
日（
日
）

運
行
休
止
　「
１
号
車
芦
安
線
・２
号
車
八
田
白
根
線
・３
号

　
車
若
草
甲
西
線
・４
号
車
櫛
形
白
根
線
」の
始
発
か
ら
第

　
４
便
ま
で
運
行
休
止

迂
回
運
行
　
５
号
車
八
田
若
草
線
の
第
４
便
・
第
５
便
を

　「
桃
園
神
社
前
交
差
点
」か
ら「
巨
摩
共
立
病
院
東
交
差

　
点
」ま
で
迂
回
運
行

利
用
で
き
な
い
バ
ス
停
　
桃
園
神
社
、巨
摩
共
立
病
院

※

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、交
通
政
策
室
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
４

　
山
梨
交
通
敷
島
営
業
所
　
　
電
話（
２
７
７
）８
９
１
１

「
桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」に
伴
う
運
行
休
止
と
迂
回
運
行

南
ア
ル
プ
ス
市 

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

就
職
フ
ェ
ア
in
新
宿

　
市
内
の
求
人
企
業
の
企
業
説
明
会・移
住
相
談・観
光
Ｐ
Ｒ

ブ
ー
ス
を
設
け
た
就
職
フェア
を
新
宿
に
て
開
催
し
ま
す
。

　
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
方
で
本
市
の
企
業
に
就
職
を
希

望
さ
れ
る
方
、本
市
に
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
な
ど
大
歓

迎
で
す
。 

都
心
に
出
て
い
る
ご
家
族
に
も
、ぜ
ひ
お
声
か
け

く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
４
月
19
日（
金
）

時
　
間
　
13
時
〜
16
時

場
　
所
　
ベ
ル
サ
ー
ル
新
宿
グ
ラ
ン
ド（
東
京
都
新
宿
区
）

対
　
象
　
２
０
２
０
年
卒
業
予
定
者
お
よ
び
本
市
に
興
味
の

　
あ
る
方
、一
般
求
職
者
、転
職
希
望
者
、再
就
職
希
望
者

参
加
企
業
　
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
支
店
な
ど
が
あ
る
求

　
人
企
業（
約
20
社※

現
在
募
集
中
）

※

求
職
者
の
事
前
申
込
と
参
加
費
は
不
要
で
す
。

※

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お
電
話
に

　
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

利
用
で
き
な
い
バ
ス
停
　
六
科
、百
々
、白
根
中
央
公
園
入
口

交
付
枚
数

　
月
あ
た
り
２
枚

※

櫛
形
西
地
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
運
行
区
域
の
方
は

　
月
あ
た
り
１
枚
で
す
。

対
象
者
　
市
内
に
住
所
が
あ
る
、
昭
和
20
年
４
月
１
日
以

　
前
に
生
ま
れ
た
方
（
平
成
31
年
度
末
の
年
齢
が
満
75
歳

　
以
上
の
方
）

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
除
き
ま
す
。

①
重
度
心
身
障
害
者
等
の
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
を
受

　
け
る
資
格
が
あ
る
方
。

②
申
請
者
の
移
動
に
伴
う
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い

　
る
方
。

申
請
場
所
　
交
通
政
策
室
、
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
身
分
証
明
書
（
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）、

　
印
鑑

※

家
族
等
に
よ
る
代
理
申
請
の
場
合
は
、
申
請
者
本
人
お
よ

　
び
代
理
人
の
身
分
証
明
書（
原
本
）と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

●
お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
４

　
な
し
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
に
入
会
し
、「
南
ア

　
ル
プ
ス
市
結
婚
相
談
所
」
へ
登
録
し
て
い
る
方

助
成
額
　
や
ま
な
し
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
入
会
登
録
料

　
の
額
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
額（
上
限
５
，０
０
０
円
）。

申
請
期
限
　
や
ま
な
し
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
会
員

　
登
録
の
日
か
ら
６
ヵ
月
以
内

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
支
援
課

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）６
４
９
３

　
発
達
障
が
い
啓
発
週
間
　
４
月
２
日
〜
８
日

　
平
成
19
年
、
国
連
に
お
い
て
毎
年
４
月
２
日
を
「
世
界

自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
と
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
を
中
心
に
、
世
界
各
地
で
自
閉
症
に
関
す
る
啓
発

の
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、毎
年
、

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
の
４
月
２
日
か
ら
８
日
を
発
達

障
が
い
啓
発
週
間
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等
の
活
動
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
は
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
感
性
と
個
性
を
も
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
認
め
合
い
、
互
い
に
支
え
合
い
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障

が
い
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
、
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が

幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
も

の
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ブ
ル
ー
は
癒
し
や
希
望
を
表
す
色
で
す
。
世
界
自
閉
症

啓
発
デ
ー
日
本
実
行
委
員
会
は
、
青
（
ブ
ル
ー
）
を
自
閉

症
や
発
達
障
が
い
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
シ
ン
ボ
ル

カ
ラ
ー
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
日
本
実
行
委
員
会
公
式
サ
イ
ト

　http://w
w
w
.w
orldautism

aw
arenessday.jp/

●
お
問
合
せ
／
障
が
い
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）６
１
９
７

毎
年
４
月
２
日
は

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
で
す

青（
ブ
ル
ー
）で
伝
え
る
と
は

実
施
日
　
４
月
７
日（
日
）13
時
〜
16
時

内
　
容
　
２
号
車
八
田
白
根
線
の
第
５
便
・
第
６
便
を「
桜

　
橋
東
詰
交
差
点
」か
ら「
小
笠
原
橋
北
詰
交
差
点
」ま
で

　
迂
回
運
行

利
用
で
き
な
い
バ
ス
停
　
南
ア
ル
プ
ス
市
役
所
北

小
笠
原
地
区「
御
幸
祭
」開
催
に
伴
う
迂
回
運
行

　
10
連
休
中
の
、主
な
施
設
の
営
業
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○
休
業
日
な
し

　
エコ
パ
伊
奈
ヶ
湖
、芦
安
山
岳
館
、安
藤
家
住
宅
、市
立
美

　
術
館
、中
央
図
書
館
、櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、樹
園
、

　
金
山
沢
温
泉
、や
ま
な
み
の
湯
、道
の
駅
し
ら
ね
、桃
源

　
文
化
会
館

※

エコ
パ
伊
奈
ヶ
湖
、市
立
美
術
館
、中
央
図
書
館
、櫛
形
生

　
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、桃
源
文
化
会
館
は
、５
月
７
日（
火
）

　
に
休
館
し
ま
す
。

○
４
月
29
日（
月
）、５
月
６
日（
月
）休
業

　
ま
ち
の
駅
く
し
が
た
、高
度
農
業
情
報
セ
ン
タ
ー
、白
根
生

　
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、櫛
形
北
地

　
区
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、櫛
形
西
地
区
環
境
改
善
セ
ン

　
タ
ー
、働
く
婦
人
の
家
、甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○
そ
の
他
の
休
業
日

・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
　
４
月
29
日（
月
）〜
５
月
６
日（
月
）

・
白
根
桃
源
天
笑
閣
　
４
月
30
日（
火
）

・
さ
く
ら
の
里
い
こ
い
の
家
　
５
月
３
日（
金
）

・
塩
沢
渓
谷
河
川
公
園
　
５
月
１
日（
水
）

そ
の
他
の
施
設
に
つい
て
は
個
別
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
共
施
設
の
営
業
に
つ
い
て

　
10
連
休
中
は
、 

祝
祭
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。 「
１
号

車
か
ら
４
号
車
の
第
１
便
」、 「
５
号
車
の
第
１
便
・
第
２

便
」は
運
休
と
な
り
ま
す
の
で
、 

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

広
告
掲
載
に
つ
い
て
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MY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICS市 内 の で き ご と市 内 の で き ご と

　

若草保育所のおやつ
「さつまいもパイ」が知事賞

MY TOWN TOPICS 0101

　若草保育所の「くるくるさつまいもパイ」が平成30年度第15
回ほいくえんの手作りおやつ展において、「知事賞」を受賞し、
２月16日に開催された山梨県保育大会で表彰されました。
　このおやつ展は、子どもたちの食育の重要性を考える機会と
なることなどを目的に実施されているもので、今年も県内９
ブロックから手作りおやつが出品されました。
　「くるくるさつまいもパイ」は、市産のりんごのピューレを使い、
地産地消で美味しく仕上がっている点が高く評価されました。

2月16日 土2月16日 土

南アルプス市戦没者慰霊祭
MY TOWN TOPICS 0303

　櫛形生涯学習センターで、南アルプス市戦没者
慰霊祭が行なわれました。
　式には、遺族会会員や関係者など、およそ150人
が参列し、戦争で命を落とした1,981柱の御霊に
哀悼の意を表して黙祷するとともに、一人一人が
献花台に花をささげ戦没者を追悼しました。
　また、献茶、献吟・献舞がささげられ、参列者は平
和への誓いを新たにしていました。

2月23日 2月23日 土土

市民活動フェスタ＆
ファミリーフェスタ

MY TOWN TOPICS 0404

　若草生涯学習センター、若草体育館で市民活動フェスタ
とファミリーフェスタが合同開催されました。
　市民活動フェスタにはおよそ60の市民団体等が参加し、
日ごろの活動を紹介する展示や体験コーナー、舞台発表な
どを通して、訪れた人たちと交流を深めていました。
　また、ファミリーフェスタの会場となった体育館には、子
育て支援団体等による、ダンボール迷路や、積み木遊び、ク
ラフト体験などのブースが数多く広がり、大勢の親子連れ
でにぎわっていました。

3月3日 日3月3日 日

市自治会連合会が
要望・提言書を提出

MY TOWN TOPICS 0606

　市自治会連合会常任理事会から、「高齢社会と自治会
活動」、「ごみ処理に関する行政と市民の役割」、「自治会
における負担軽減」をテーマに調査研究を行なった成
果をまとめた、要望・提言書が、市長に提出されました。
　市自治会連合会常任理事会では、３つの専門委員会
に分かれ、自治会におけるさまざまな課題解決に取り
組んでいただいています。
　提出いただいた要望・提言書は、今後の市や自治会の
運営に役立てていきます。

3月14日 木3月14日 木

　市観光協会の主催による、芦安渓流釣りフェスタ

2019が芦安支所前の御勅使川で開催されました。

　大会には、前日に芦安温泉に宿泊した方など、県内外か

らおよそ90人が参加し、釣りを楽しみながら、釣り上げ

たイワナやヤマメの大きさを競いました。

　また、子どもにも釣りを楽しんでもらおうと、ニジマス

を放流した専用エリアが設けられ、子どもたちはエサを

つけてもらったりしながら、釣りを楽しんでいました。

芦安渓流釣りフェスタ
MY TOWN TOPICS 0505

3月10日 日3月10日 日

「南アルプス市
   電子お薬管理システム」学術集会

MY TOWN TOPICS 0202

　山梨大学医学部、山梨県立大学看護学部、南アルプス市および南
アルプス市薬剤師会が連携して取り組んでいる「電子お薬管理シ
ステム」の学術集会が、NPO法人慢性疾患診療支援システム研究
会の主催により、健康福祉センターにおいて開催されました。
　「幸せ実感！南アルプス市健康リーグ」の協賛事業として実施さ
れている電子お薬管理システムは、薬局による薬の一元的管理を
可能とするもので、集会では、在宅訪問や災害時などにも効果が大
きいこと、適切な投薬の管理を電子的に行なうことにより、医療費
の抑制につながること、電子母子手帳と併用した活用が開始され
ることが発表され、多くの参加者の注目を集めていました。

2月17日 日2月17日 日
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八田ふれあい図書館  TEL.285-5010　  白根桃源図書館  TEL.284-6010
わかくさ図書館　　　TEL.283-1501　  甲西図書館  　　TEL.282-7291
※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00
休館日／1・8･15・22・26・29・30日　※5月1・2・3日は休館となります。

中央図書館  TEL.280-3300
平日 9:30～19:00
土・日･祝日 9:30～17:00
休館日／14（臨時休館）・26日

　　 　　 

　郷土シリーズ＜南アルプスと富士川流域の作家たち＞の第３弾として、 南アルプス市在住の
画家・北村清巳の作品を一堂に展示する「色彩との対話 北村清巳展」を開催します。
　北村清巳は、 １９４４年兵庫県尼崎市に生まれ、甲府第一高等学校入学後は、 須藤獏に師事
しました。 １９６５年東京芸術大学美術学部絵画科油画専攻に入学し脇田和に師事。 現代美術
研究所のグループ展に出品し、 福沢一郎、 杉全直にも師事しました。 １９６９年からは自ら発起人
となって立ち上げたセル・ユニオンに、 16回出品。 その他、獏の会・等迦会・絵画のプラクシス
展・峡西美術協会展・南アルプス美術協会展などに出品を続け、 ２０００年には第１６回等迦会展
で瑛九賞を受賞するなど、 地元山梨を中心に活動しています。
　本展では、 初期作品から最新作までを厳選して展示し、 ６０年に及ぶ氏の画業を振り返ります。

『 なんでもおんなじ？ 』 
作／コリンヌ・アヴェリス
絵／スーザン・バーレイ　訳／前田 まゆみ　
出版／フレーベル館

新刊案内 ｜ 児童書

　りすのソレルとセージ
は、すきな歌も、しっぽの
模様も、なんでも同じ。
でもある日、ソレルはふた
りの違うところを知ってし
まい…。 はじめての友だ
ちに、ちょっぴり不安を感
じている子の背中をそっ
とおしてくれる絵本。

10:30～

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

4月のイベントスケジュール

  2日（火）中

6日（土）甲 13日（土）わ 20日（土）八 27日（土）白

14:00～ 毎週土曜日 ＊27日はおはなし会スペシャル中

17日（水）わ  5日（金）白

19日（金）白 23日（火）八 24日（水）わ 25日（木）甲

  9日（火）八 11日（木）甲

●おはなし会スペシャル  14:00 ～

4月4日（木）～5月12日（日）開催期間
休 館 日 4月8日（月）、 15日（月）、 22日（月）、 5月7日（火）

芦安分館  TEL.282-7285
火・金のみ開館
（祝日の場合は休館）
13:00～17:00

色彩との対話　北村清巳展

北村清巳 《四角形》 2012年開館時間 9時30分～17時（入館は16時30分まで）

入 館 料 一般 300円、 大高生 250円、 中小生 150円

中央図書館図書館臨時休館のご案内
「第１7回南アルプス桃源郷マラソン大会」の開催に
ともない、 中央図書館は、 ４月14日（日）が臨時休館
となります。  皆さまにはご迷惑をおかけしますが、
ご理解ご協力をお願いします。

※入館料には団体割引などがあります。 小学生未満・65歳以上の方は無料です。

●市立美術館
　住所／〒400-0306 南アルプス市小笠原1281
　お問合せ／TEL.282-6600  FAX.282-6601

きよ  み

おはなし・紙芝居・パネルシアター・工作など楽しいことがいっぱい！
いつものおはなし会のスペシャル版です。

27日（土）中

き  ない

㓛刀亀内（1889-1957）は、 郷土史料の蒐集に努め、 山梨県が全国に誇る
「甲州文庫」を遺しました。 また、 東京大学法学部附属明治新聞雑誌文庫の
コレクションの充実に寄与するなど、 中央においても蒐集家としての
名をはせました。 
亀内がその生涯をかけて遺した「甲州文庫の世界」を、ぜひ、 ご覧ください。

◆ふるさと人物室第６回展示 「遺 ーのこすー 㓛刀亀内」

お問合せ／健康増進課　TEL.284-6000

「
症
状
の
な
い
人
」こ
そ
、 

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　
が
ん
は
、 

日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
か
か
り
、 

３
人
に
１
人
が
死
亡
し
て
い
る
病
気
で
す
。 

し
か
し
、 

早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
れ
ば
、  

が
ん
を
治
す
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。 

定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
診
し
、 

が
ん
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
４
月
27
日
か

ら
５
月
６
日
ま
で
の
10
連
休
と
な
り
ま
す
。 

継
続

的
に
服
薬
を
し
て
い
る
方
は
、 

連
休
前
に
か
か
り

つ
け
の
医
療
機
関
や
薬
局
に
必
ず
相
談
の
上
、 

服
薬
に
つ
い
て
指
導
を
仰
ぎ
ま
し
ょ
う
。

演題：「甲州文庫と郷土研究 －㓛刀亀内の功績を振り返る－」
講師：山梨県立博物館 学芸員 小畑 茂雄 氏
日時：４月20日（土） 13時30分～　場所：中央図書館 研修室
要・申込　各図書館で来館または電話で受付

「峡中新報 第一号」「富札」「突き棒」「甲州桝」「武田兵術文稿」等
会期 ： ４月13日（土）～９月16日（月）

展 示 内 容

講　演　会

しゅう しゅう

が
ん
検
診
の
対
象
は

「
症
状
の
な
い
人
」

「
自
覚
症
状
が
あ
る
人
」は

す
ぐ
に
医
療
機
関
で
受
診
を

　
明
ら
か
な
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
体
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
検
査
や

治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
速
や
か
に
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
覚
症
状
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
市
の

検
診
を
待
っ
て
い
る
と
、
が
ん
の
発
見
が
遅
れ
、

治
療
を
開
始
す
る
の
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
が
ん
検
診
は
、「
症
状
の
な
い
人
」か
ら
、
が
ん

を
早
期
発
見
し
、
治
療
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
症
状
が
な
い
状
態
で
受
診
し
、
早

期
発
見
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
希
望
す
る
治
療

法
を
選
択
で
き
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
治
療
が
軽
く
す
む
場
合
も
あ
り
、
身
体

的
・
経
済
的
な
負
担
や
治
療
に
か
か
る
時
間
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

対
象
者

30
歳
以
上
の
男
性
、
20
歳
以
上
の
女
性

（
２
０
２
０
年
３
月
31
日
現
在
）

提
出
期
限

４
月
19
日（
金
）

提
出
方
法

同
封
の
返
信
用
封
筒（
切
手
不
要
）に
入
れ
て

郵
送
、 

も
し
く
は
、 

市
役
所
窓
口
に
あ
る
提
出

ボ
ッ
ク
ス
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に

健
診
の
申
し
込
み
は
忘
れ
ず
に
！

　
が
ん
の
早
期
発
見
に
は
、
症
状
が
な
い
う
ち

か
ら
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
市
で
は
対
象
世
帯
に「
各
種
健
診
・

人
間
ド
ッ
ク
申
込
書
」（
対
象
と
な
る
世
帯
の
方

全
員
の
申
込
書
）を
送
付
し
ま
し
た
。
お
早
め
に

中
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
期
限
内
の
申
し
込
み

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

４
月
８
日
ま
で
に
申
込
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

　
健
康
増
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
健
康
づ
く
り
日
程
表
」の

送
付
に
つ
い
て

　
今
年
度
か
ら
、 「
各
種
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
申
込

書
」
に
「
健
康
づ
く
り
日
程
表
」
を
同
封
し
て
送

付
し
て
い
ま
す
。 

妊
娠
・
出
産
・
育
児
・
予
防
接
種
・

健
診
（
大
人
・
子
ど
も
）
等
、 

健
康
に
関
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
健
診
の
申
し
込

み
は
さ
れ
な
い
方
も
、「
健
康
づ
く
り
日
程
表
」
を

向
こ
う
１
年
間
保
管
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※

転
入
さ
れ
た
方
や
、
健
診
対
象
年
齢
の
方
が
い
な
い
世
帯
に

　
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
必
要
な
方
は
、
健
康
増
進
課
に
お
問

　
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
役
所
本
庁
・
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス

　
セ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Check!!
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に

服
薬
指
導
を
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となって立ち上げたセル・ユニオンに、 16回出品。 その他、獏の会・等迦会・絵画のプラクシス
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で瑛九賞を受賞するなど、 地元山梨を中心に活動しています。
　本展では、 初期作品から最新作までを厳選して展示し、 ６０年に及ぶ氏の画業を振り返ります。

『 なんでもおんなじ？ 』 
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ちに、ちょっぴり不安を感
じている子の背中をそっ
とおしてくれる絵本。
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14:00～ 毎週土曜日 ＊27日はおはなし会スペシャル中
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色彩との対話　北村清巳展
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となります。  皆さまにはご迷惑をおかけしますが、
ご理解ご協力をお願いします。

※入館料には団体割引などがあります。 小学生未満・65歳以上の方は無料です。

●市立美術館
　住所／〒400-0306 南アルプス市小笠原1281
　お問合せ／TEL.282-6600  FAX.282-6601

きよ  み

おはなし・紙芝居・パネルシアター・工作など楽しいことがいっぱい！
いつものおはなし会のスペシャル版です。
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き  ない

㓛刀亀内（1889-1957）は、 郷土史料の蒐集に努め、 山梨県が全国に誇る
「甲州文庫」を遺しました。 また、 東京大学法学部附属明治新聞雑誌文庫の
コレクションの充実に寄与するなど、 中央においても蒐集家としての
名をはせました。 
亀内がその生涯をかけて遺した「甲州文庫の世界」を、ぜひ、 ご覧ください。

◆ふるさと人物室第６回展示 「遺 ーのこすー 㓛刀亀内」

お問合せ／健康増進課　TEL.284-6000
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が
な
い
う
ち

か
ら
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
市
で
は
対
象
世
帯
に「
各
種
健
診
・

人
間
ド
ッ
ク
申
込
書
」（
対
象
と
な
る
世
帯
の
方

全
員
の
申
込
書
）を
送
付
し
ま
し
た
。
お
早
め
に

中
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
期
限
内
の
申
し
込
み

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

４
月
８
日
ま
で
に
申
込
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

　
健
康
増
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
健
康
づ
く
り
日
程
表
」の

送
付
に
つ
い
て

　
今
年
度
か
ら
、 「
各
種
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
申
込

書
」
に
「
健
康
づ
く
り
日
程
表
」
を
同
封
し
て
送

付
し
て
い
ま
す
。 

妊
娠
・
出
産
・
育
児
・
予
防
接
種
・

健
診
（
大
人
・
子
ど
も
）
等
、 

健
康
に
関
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
健
診
の
申
し
込

み
は
さ
れ
な
い
方
も
、「
健
康
づ
く
り
日
程
表
」
を

向
こ
う
１
年
間
保
管
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※

転
入
さ
れ
た
方
や
、
健
診
対
象
年
齢
の
方
が
い
な
い
世
帯
に

　
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
必
要
な
方
は
、
健
康
増
進
課
に
お
問

　
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
役
所
本
庁
・
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス

　
セ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Check!!
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に

服
薬
指
導
を
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　「
オ
イ
ト
コ
サ
ッ
セ
！
」神
輿
を
担
ぐ
人
々

の
威
勢
の
い
い
掛
け
声
が
、春
風
に
の
っ
て
満

開
の
ス
モ
モ
畑
に
響
き
ま
す
。４
月
第
一
日
曜

日
に
行
な
わ
れ
る
百
々
地
区
諏
訪
神
社
の
祇

園
祭
の
風
景
で
す
。

　
祇
園
祭
と
い
え
ば
京
都
の
夏
を
彩
る
伝
統

的
な
祭
り
で
す
。元
は
、旧
暦
６
月
に
行
な
わ

れ
た
疫
病
を
鎮
め
る
た
め
の
祭
礼
で
、平
安

時
代
に
始
ま
り
、千
年
以
上
も
の
伝
統
を
も

ち
ま
す
。こ
の
信
仰
が
姿
形
を
変
え
な
が
ら

各
地
へ
広
ま
り
、遅
く
と
も
江
戸
時
代
に
は
全

国
的
に
祭
り
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。現
代
の
よ
う
な
医
学
が
ま
だ
発
達
し

て
い
な
い
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
、疫
病
の
流

行
は
非
常
に
恐
ろ
し
い
も
の
で
し
た
。そ
こ
で

疫
病
を
つ
か
さ
ど
る
牛
頭
天
王
や
ス
サ
ノ
オ

を
祭
っ
て
、病
魔
を
免
れ
よ
う
と
し
た
の
で

す
。諏
訪
神
社
の
祇
園
祭
が
い
つ
始
ま
っ
た
の

か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、幕
末
の
嘉
永

６
年（
一
八
五
三
）に
書
か
れ
た「
百
々
村
祇

園
祭
礼
仕
法
帳
」に
よ
れ
ば
、そ
の
２
年
前
に

神
輿
が
壊
れ
た
た
め
新
し
く
作
り
な
お
し
、

古
く
か
ら
の
慣
例
ど
お
り
６
月
に
諏
訪
神
社

か
ら
若
宮
社
ま
で
神
輿
の
御
幸
※
１
を
行
な

う
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
正
時
代
、養
蚕
の
繁
忙
期
と
重
な
る
た

め
祭
日
が
４
月
に
移
さ
れ
ま
し
た
が
、御
幸

の
伝
統
は
今
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。春

と
は
い
え
ま
だ
肌
寒
い
朝
、神
社
で
ま
ず
神
事
が
執
り
行
な
わ
れ

ま
す
。そ
し
て
、祭
神
の
建
御
名
方
神
を
神
輿
に
移
す
と
、い
よ
い

よ
御
幸
が
始
ま
り
ま
す
。氏
子
が
集
ま
り
、大
き
な
掛
け
声
と
と

も
に
４
5
0
㎏
も
の
重
さ
の
神
輿
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
神
輿
は
、百
々
の
宮
内
か
ら
北
新
居
ま
で
を
順
に
練
り
歩
き

ま
す
。さ
ら
に
、村
へ
入
る
災
い
を
防
ぐ
た
め
に
四
方
を
清
め
る
べ

く
、村
境
の
東
西
南
北
に
ま
で
赴
く
の
が
特
徴
で
す
。※
２

　
巡
行
の
途
中
に
あ
る
山
の
神
や
道
祖
神
は
お
飾
り
や
幟
で
彩

ら
れ
、飯
野
地
区
の
お
灯
篭
祭
り
で
も
有
名
な「
チ
ョ
ウ
マ
タ
ギ
」

も
か
つ
て
は
建
て
ら
れ
ま
し
た
。御
旅
所
※
３
で
あ
る
東
新
居
の

若
宮
神
社
に
着
く
と
、掛
け
声
と
と
も
に
神
輿
を
持
ち
上
げ
る

「
差
し
上
げ
」が
行
な
わ
れ
ま
す
。う
ら

ら
か
な
春
の
陽
光
に
照
ら
さ
れ
、神
輿

は
ま
る
で
青
空
に
舞
い
上
が
る
か
の
よ

う
で
す
。次
に
、五
穀
豊
穣
の
祝
詞
が
捧

げ
ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た
神
事
は
各
御

旅
所
で
そ
の
都
度
行
な
わ
れ
ま
す
。新

町
の
神
明
社
で
は
そ
の
昔
、疫
病
退
散

の
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

百
々
村
の
北
側
に
は
明
治
時
代
ま
で
御
勅
使
川
が
流
れ
て
い
た

た
め
、北
の
境
で
は
洪
水
除
け
の
神
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
神
輿
頂
上
に
鎮
座
す
る
鳳
凰
の
足
に
は
、麻
ひ
も
が
結
わ
え
ら

れ
、神
輿
に
合
わ
せ
て
し
な
や
か
に
揺
れ
動
き
ま
す
。麻
ひ
も
は

昔
、へ
そ
の
緒
を
し
ば
る
こ
と
に
使
わ
れ
た
こ
と
か
ら
安
産
の
お

守
り
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、御
幸
後
、

氏
子
が
競
っ
て
こ
の
麻
ひ
も
を
持
ち
帰
り

ま
し
た
。諏
訪
神
社
の
祇
園
祭
は
、子
宝

や
安
産
を
願
う
祭
り
で
も
あ
っ
た
の
で

す
。路
傍
の
山
の
神
な
ど
の
幟
に
は
、真
っ

赤
な
人
形
の「
さ
る
ぼ
こ
」も
見
ら
れ
ま

す
。こ
れ
は
安
産
や
子
ど
も
の
成
長
を
願

う
お
守
り
で
す
。

　
祭
り
が
終
わ
り
、肩
に
手
を
当
て
る
氏
子
の
後
ろ
姿
が
夕
暮
れ

に
重
な
り
ま
し
た
。神
輿
の
重
さ
は
、病
や
災
い
を
避
け
、新
た
な

命
の
誕
生
を
願
う
、そ
の
重
さ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
年
も
ま
た
、「
オ
イ
ト
コ
サ
ッ
セ
！
」の
掛
け
声
が
こ
だ
ま
す

る
春
が
や
っ
て
き
ま
す
。　
文
／
写
真
　
文
化
財
課
・
個
人

※１　神様がお神輿などに乗って移動すること
※２　東境は東新居の若宮社まで　　
※３　祭神が巡幸するとき、仮に神輿を鎮座しておく場所今年の百々祇園祭は、４月７日（日）に行なわれます。

ご
ず
て
ん
の
う

み
ゆ
き

た
け
み
な
か
た
の
か
み

の
ぼ
り

の
り
と お

た
び
し
ょ

ど
う
ど
う
む
ら
ぎ

お
ん
さ
い
れ
い
し
ほ
う
ち
ょ
う

山

道

山の神
神社

道祖神
神輿運行路

山の神
神社

道祖神
神輿運行路

山

山

道

道

道

道

道

文

道

東新居

林久保新町

中村

北新居

宮内

甲
西
バ
イ
パ
ス

県
道
42
号
線

諏訪神社

神明社

若宮神社

前御勅使川

上
八
田

六科交差点

白根百田小

子ども神輿のみ

飯野
在家塚

六科

有
野

御幸ルート

昭和 28 年祇園祭
チョウマタギが見える

吹き流しとさるぼこ

子どもたちも神輿を担ぎます

健やかな日々と新たな命を願って
～百々地区諏訪神社の祇園祭～

歌
短

去
年
の
春
姪
が
持
ち
来
し
福
寿
草
落
葉
の
上
に
若
芽
立
ち
お
り 

下
倉 

秀
子
（
塚
原
）

　

は
な 

め

た

め
い

ふ
く
じ
ゅ
そ
う

剪
定
枝
燃
や
す
真
む
か
ひ
猿
の
群
え
さ
を
求
め
て
木
ぎ
を
と
び
交
ふ 

保
坂 

久
子
（
湯
沢
）

　

実
を
つ
け
し
草
ぐ
さ
は
み
な
丈
高
く
刈
り
取
る
我
に
し
が
み
つ
き
く
る 

今
津 

喜
代
子
（
湯
沢
）

　

た
け

作
業
着
に
着
替
え
て
我
の
初
仕
事
夫
為
す
剪
定
の
枝
燃
や
す 

長
澤 

輝
子
（
湯
沢
）

　

夜
な
べ
す
る
母
の
姿
に
教
え
ら
れ
私
は
こ
の
道
志
ざ
し
お
り 

保
坂 

弘
子
（
荊
沢
）

　

き

　が

な

我
年
に
曾
孫
の
写
真
と
ど
き
た
り
夢
か
と
ま
ど
い
見
つ
め
て
お
り
ぬ 

武
内 

千
恵
子
（
落
合
）

　

び
し
ょ
う
ぶ
つ

ほ
こ
ら

ひ 

ま
ご

わ
が
と
し

子
供
ら
の
ソ
リ
に
遊
ば
れ
美
笑
仏
ム
ン
ク
の
ご
と
く
村
の
祠
に 

大
木 

利
子
（
古
市
場
）

　

ひ
る 

さ

ゆ
ず

つ

落
葉
焚
き
よ
う
や
く
終
へ
て
昼
下
が
り
柚
子
の
お
湯
に
浸
か
り
て
を
り
ぬ 

原

　 は
つ
子
（
田
島
）

　

む
れ

き

せ
ん
て
い 

し

ま

か
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　「
オ
イ
ト
コ
サ
ッ
セ
！
」神
輿
を
担
ぐ
人
々

の
威
勢
の
い
い
掛
け
声
が
、春
風
に
の
っ
て
満

開
の
ス
モ
モ
畑
に
響
き
ま
す
。４
月
第
一
日
曜

日
に
行
な
わ
れ
る
百
々
地
区
諏
訪
神
社
の
祇

園
祭
の
風
景
で
す
。

　
祇
園
祭
と
い
え
ば
京
都
の
夏
を
彩
る
伝
統

的
な
祭
り
で
す
。元
は
、旧
暦
６
月
に
行
な
わ

れ
た
疫
病
を
鎮
め
る
た
め
の
祭
礼
で
、平
安

時
代
に
始
ま
り
、千
年
以
上
も
の
伝
統
を
も

ち
ま
す
。こ
の
信
仰
が
姿
形
を
変
え
な
が
ら

各
地
へ
広
ま
り
、遅
く
と
も
江
戸
時
代
に
は
全

国
的
に
祭
り
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。現
代
の
よ
う
な
医
学
が
ま
だ
発
達
し

て
い
な
い
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
、疫
病
の
流

行
は
非
常
に
恐
ろ
し
い
も
の
で
し
た
。そ
こ
で

疫
病
を
つ
か
さ
ど
る
牛
頭
天
王
や
ス
サ
ノ
オ

を
祭
っ
て
、病
魔
を
免
れ
よ
う
と
し
た
の
で

す
。諏
訪
神
社
の
祇
園
祭
が
い
つ
始
ま
っ
た
の

か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、幕
末
の
嘉
永

６
年（
一
八
五
三
）に
書
か
れ
た「
百
々
村
祇

園
祭
礼
仕
法
帳
」に
よ
れ
ば
、そ
の
２
年
前
に

神
輿
が
壊
れ
た
た
め
新
し
く
作
り
な
お
し
、

古
く
か
ら
の
慣
例
ど
お
り
６
月
に
諏
訪
神
社

か
ら
若
宮
社
ま
で
神
輿
の
御
幸
※
１
を
行
な

う
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
正
時
代
、養
蚕
の
繁
忙
期
と
重
な
る
た

め
祭
日
が
４
月
に
移
さ
れ
ま
し
た
が
、御
幸

の
伝
統
は
今
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。春

と
は
い
え
ま
だ
肌
寒
い
朝
、神
社
で
ま
ず
神
事
が
執
り
行
な
わ
れ

ま
す
。そ
し
て
、祭
神
の
建
御
名
方
神
を
神
輿
に
移
す
と
、い
よ
い

よ
御
幸
が
始
ま
り
ま
す
。氏
子
が
集
ま
り
、大
き
な
掛
け
声
と
と

も
に
４
5
0
㎏
も
の
重
さ
の
神
輿
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
神
輿
は
、百
々
の
宮
内
か
ら
北
新
居
ま
で
を
順
に
練
り
歩
き

ま
す
。さ
ら
に
、村
へ
入
る
災
い
を
防
ぐ
た
め
に
四
方
を
清
め
る
べ

く
、村
境
の
東
西
南
北
に
ま
で
赴
く
の
が
特
徴
で
す
。※
２

　
巡
行
の
途
中
に
あ
る
山
の
神
や
道
祖
神
は
お
飾
り
や
幟
で
彩

ら
れ
、飯
野
地
区
の
お
灯
篭
祭
り
で
も
有
名
な「
チ
ョ
ウ
マ
タ
ギ
」

も
か
つ
て
は
建
て
ら
れ
ま
し
た
。御
旅
所
※
３
で
あ
る
東
新
居
の

若
宮
神
社
に
着
く
と
、掛
け
声
と
と
も
に
神
輿
を
持
ち
上
げ
る

「
差
し
上
げ
」が
行
な
わ
れ
ま
す
。う
ら

ら
か
な
春
の
陽
光
に
照
ら
さ
れ
、神
輿

は
ま
る
で
青
空
に
舞
い
上
が
る
か
の
よ

う
で
す
。次
に
、五
穀
豊
穣
の
祝
詞
が
捧

げ
ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た
神
事
は
各
御

旅
所
で
そ
の
都
度
行
な
わ
れ
ま
す
。新

町
の
神
明
社
で
は
そ
の
昔
、疫
病
退
散

の
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

百
々
村
の
北
側
に
は
明
治
時
代
ま
で
御
勅
使
川
が
流
れ
て
い
た

た
め
、北
の
境
で
は
洪
水
除
け
の
神
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
神
輿
頂
上
に
鎮
座
す
る
鳳
凰
の
足
に
は
、麻
ひ
も
が
結
わ
え
ら

れ
、神
輿
に
合
わ
せ
て
し
な
や
か
に
揺
れ
動
き
ま
す
。麻
ひ
も
は

昔
、へ
そ
の
緒
を
し
ば
る
こ
と
に
使
わ
れ
た
こ
と
か
ら
安
産
の
お

守
り
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、御
幸
後
、

氏
子
が
競
っ
て
こ
の
麻
ひ
も
を
持
ち
帰
り

ま
し
た
。諏
訪
神
社
の
祇
園
祭
は
、子
宝

や
安
産
を
願
う
祭
り
で
も
あ
っ
た
の
で

す
。路
傍
の
山
の
神
な
ど
の
幟
に
は
、真
っ

赤
な
人
形
の「
さ
る
ぼ
こ
」も
見
ら
れ
ま

す
。こ
れ
は
安
産
や
子
ど
も
の
成
長
を
願

う
お
守
り
で
す
。

　
祭
り
が
終
わ
り
、肩
に
手
を
当
て
る
氏
子
の
後
ろ
姿
が
夕
暮
れ

に
重
な
り
ま
し
た
。神
輿
の
重
さ
は
、病
や
災
い
を
避
け
、新
た
な

命
の
誕
生
を
願
う
、そ
の
重
さ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
年
も
ま
た
、「
オ
イ
ト
コ
サ
ッ
セ
！
」の
掛
け
声
が
こ
だ
ま
す

る
春
が
や
っ
て
き
ま
す
。　
文
／
写
真
　
文
化
財
課
・
個
人

※１　神様がお神輿などに乗って移動すること
※２　東境は東新居の若宮社まで　　
※３　祭神が巡幸するとき、仮に神輿を鎮座しておく場所今年の百々祇園祭は、４月７日（日）に行なわれます。

ご
ず
て
ん
の
う

み
ゆ
き

た
け
み
な
か
た
の
か
み

の
ぼ
り

の
り
と お

た
び
し
ょ

ど
う
ど
う
む
ら
ぎ

お
ん
さ
い
れ
い
し
ほ
う
ち
ょ
う
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道
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道

道

道

道
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文

道

東新居
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中村

北新居

宮内

甲
西
バ
イ
パ
ス

県
道
42
号
線

諏訪神社

神明社

若宮神社

前御勅使川

上
八
田

六科交差点

白根百田小

子ども神輿のみ

飯野
在家塚

六科

有
野

御幸ルート

昭和 28 年祇園祭
チョウマタギが見える

吹き流しとさるぼこ

子どもたちも神輿を担ぎます

健やかな日々と新たな命を願って
～百々地区諏訪神社の祇園祭～

歌
短

去
年
の
春
姪
が
持
ち
来
し
福
寿
草
落
葉
の
上
に
若
芽
立
ち
お
り 

下
倉 

秀
子
（
塚
原
）

　

は
な 

め

た

め
い

ふ
く
じ
ゅ
そ
う

剪
定
枝
燃
や
す
真
む
か
ひ
猿
の
群
え
さ
を
求
め
て
木
ぎ
を
と
び
交
ふ 

保
坂 

久
子
（
湯
沢
）

　

実
を
つ
け
し
草
ぐ
さ
は
み
な
丈
高
く
刈
り
取
る
我
に
し
が
み
つ
き
く
る 

今
津 

喜
代
子
（
湯
沢
）

　

た
け

作
業
着
に
着
替
え
て
我
の
初
仕
事
夫
為
す
剪
定
の
枝
燃
や
す 

長
澤 

輝
子
（
湯
沢
）

　

夜
な
べ
す
る
母
の
姿
に
教
え
ら
れ
私
は
こ
の
道
志
ざ
し
お
り 

保
坂 

弘
子
（
荊
沢
）

　

き

　が

な

我
年
に
曾
孫
の
写
真
と
ど
き
た
り
夢
か
と
ま
ど
い
見
つ
め
て
お
り
ぬ 

武
内 

千
恵
子
（
落
合
）

　

び
し
ょ
う
ぶ
つ

ほ
こ
ら

ひ 

ま
ご

わ
が
と
し

子
供
ら
の
ソ
リ
に
遊
ば
れ
美
笑
仏
ム
ン
ク
の
ご
と
く
村
の
祠
に 

大
木 

利
子
（
古
市
場
）

　

ひ
る 

さ

ゆ
ず

つ

落
葉
焚
き
よ
う
や
く
終
へ
て
昼
下
が
り
柚
子
の
お
湯
に
浸
か
り
て
を
り
ぬ 

原

　 は
つ
子
（
田
島
）

　

む
れ

き

せ
ん
て
い 

し

ま

か
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こ
の
冬
、 

里
で
は
雪
が
積
も
る
こ
と
も
な
く

カ
サ
カ
サ
し
た
日
が
続
き
ま
し
た
。

冬
鳥
た
ち
の
姿
も
ど
こ
へ
や
ら
で
す
。

さ
て
、 

春
ら
ん
ま
ん
の
季
節
到
来
。

さ
く
ら
の
つ
ぼ
み
が
ふ
く
ら
み
は
じ
め

お
ひ
さ
ま
で
あ
た
た
ま
っ
た
地
面
に
は

ち
い
さ
な
ス
ミ
レ
が
咲
い
て
ま
し
た
。

春
の
花
が
次
々
に
咲
き
始
め
て

な
ん
だ
か
街
が
、 

心
が
、 

は
な
や
い
で
い
き
ま
す
。

ま
た
た
く
間
の
春
も
よ
う
。

さ
く
ら
の
花
び
ら
舞
う
下
で

た
く
さ
ん
春
を
感
じ
て
ほ
し
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

文
・
写
真
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

ふ
る
さ
と
日
記

今
月
の
テ
ー
マ

里

開 催 日　４月29日（月・昭和の日）※雨天中止
時　　間　10時30分～14時30分
場　　所　釜無川三郡橋上流800ｍ 右岸河川敷
お問合せ／甲州凧上げまつり実行委員会
　　　　　（甲西窓口サービスセンター内）　☎282-3120

開 催 日　４月14日（日）
時　　間　９時～12時、13時～16時まで
場　　所　甲西農村環境改善センター
申込・お問合せ／甲西窓口サービスセンター　☎282-3120

さ
く
ら
の
は
な

総人口： 71,760人（-45）
--------------------------
男　性： 35,450人（-2）
女　性： 36,310人（-43）
世　帯： 27,853世帯（+5）
うち外国籍人口：990人（+3）

南アルプス広
報 No.193   平成3１年4月1日発行

平成31年3月1日現在（対前月比）

今月の表紙：櫛形総合公園の桜と櫛形山

●八田／チャンネル101 8:30、22:00　●白根・芦安／チャンネル101 6:30、10:00、15:00、22:00
●若草・櫛形／チャンネル111 8:00、22:00　●甲西／チャンネル111 12:00、22:00

CATVによる市行政番組のチャンネルと放送時間　毎週土曜日に更新しています。

緑かがやく自然を守り
なかよく美しい心を結び合い
未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを
アルプスの山々に誓います

市 民 憲 章

木……… モモ
花……… アヤメ
鳥……… ライチョウ
山……… 北岳

市 の シ ン ボ ル

南アルプス市役所： 〒400 -0395 山梨県南アルプス市小笠原376
TEL .  055 -282-1111（代表） FAX .055 -282-1112（代表）
ht tp : //www.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p
編集／南アルプス市役所 秘書課　TEL .055 -282-6037
◯各窓口サービスセンター
　八田 TEL.  282-5600 白根 TEL.  283-3000　
　芦安 TEL.  282-5577 若草 TEL.  282-3100
　甲西 TEL.  282-3120

今月の
イベント

第
16
回 
南
ア
ル
プ
ス
市

甲
州
凧
上
げ
ま
つ
り

今年も色とりどりの凧が空高く舞い上がります。
みなさんも春の日差しのもと、凧上げを楽しんでみませんか。

祝
100歳
おめでとう!

荻野　通枝さん（寺部） 

 
南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。

いくめん

父・聡   母・真理（六科）

車のおもちゃがお気に入り。
毎日元気に遊んでいます。
笑顔いっぱいスクスク成長してね。

山川  侑くん（1歳）
ゆう

お子さんの写真を募集しています。
詳しくは、秘書課までお問合せください。

☎282-6037 hisyo@city.minami-alps.lg.jp

広報紙の配布・配信について

広報紙は、市の施設のほか、郵便局、JA南アルプス市各
支所、コンビニエンスストア等で配布しています。また、
ホームページやアプリからはPDF版をご覧いただけます。

◀詳しくはこちら
　のページをご覧
　ください。

◀広報
　PDF版

（小笠原）

育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの写真を募集しています。
詳しくは、市民活動センターまでお問合せください。

machi@city.minami-alps.lg.jp

３人の成長を楽しみに、仕事・育児に頑張るよ。

澤登 信吾さん（父）

　　 花帆ちゃん（8歳）

 　　　 彩人くん（6歳）

 　　　 春馬くん（2歳）

しんご

か　ほ

あやと

はるま

☎282-7325

凧作り教室
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http://www.facebook.com/minamialps.loco
このページは南アルプス市の女子クリエーターグループ “南アルプス ! LOCO” が編集・制作しています。

南アルプス！ロコf
いいね！
を押して
応援してね♥

南アルプスのステキ情報
気になるコト・大好きを、女子目線で
勝手にいっぱいつめこみます。 南アルプスから　大切なあなたへ

　手に取った瞬間の軽さに驚き、手触りの気持
ち良さにどうしても欲しくなってしまう、そん
な木の器です。木目の美しい器の多くは、塗膜
を塗って仕上げたもの。使っているうちに変色
したり、繊維が毛羽立ってしまうのは、コーティ 
ングが剥げてしまうからだと気づき、お二人は 
塗料の研究を始めました。「塗料を木の組織に

浸み込ませる」という方法が、木の風合いをそ
のまま食器にすることを可能にします。耐久性・ 
安全性はもちろん抜群。使い勝手の良さも請け 
合いです。
　ぜひ一度手に取ってみてください。手触りか
ら、お二人が大切に作っていることが伝わって 
きます。

住 所 ＊ 南アルプス市上野 359
T E L ＊ 055-269-9424
w e b ＊https://www.facebook.com/
               mayf lowersyamanash i
※工房は不定期営業なので、事前連絡を。

鈴木  一江 さん

2019 . April

73

木の器 

Gift from minami alps

大きなナンにびっくりー！
食べ応えばつぐん♡
からさが選べる本格カレーも◎

南アルプス市東南湖 805-1
055-283-6077

サハラ SAHARA

山梨県大月市出身。森のガイドや保育士の経験を
活かし協力隊に。「芦安大好きおみくじ」を考案。
みんなが楽しいと思えるコトを考えています！

花と木の工房メイフラワーズ

花と木の工房メイフラワーズ

Profile

横浜から芦安に移住して 2 年になります

協力隊の鈴木一江です。

「南アルプス市」 カタカナの入った

この市の名前をとても気に入っています。

さて、 私は芦安の畑でサルに負けない

コンニャクイモを育てているのですが

これと市内特産の果物を使って

デザートが作れないか今考えています。 　　　

　　　お知恵のある方

　　　ぜひ力を貸してください！！

by 地域おこし協力隊

芦安に遊びに
きてね！

手のひらが求めるうつわ

L O OC

M A
AG

LOCO オススメ !!



お
知
ら
せ

●
固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度
お
よ
び

　
第
１
期
納
期
限
に
つ
い
て

縦
覧
で
き
る
方　
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、

　
市
内
に
土
地
や
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
納
税

　
者（
非
課
税
の
方
を
除
く
）、納
税
者
と
生
計

　
を
一
に
す
る
同
一
世
帯
の
親
族
、納
税
管
理

　
人
、納
税
者
か
ら
の
委
任
状
持
参
の
代
理
人

　
（
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
ま
た
は
委
任
を
受

　
け
た
者
に
限
り
ま
す
。）　

申
請
に
必
要
な
も
の　
運
転
免
許
証
等
、本
人

　
が
確
認
で
き
る
も
の（
代
理
人
の
場
合
は
委
任

　
状
が
必
要
で
す
。）

注
意
事
項　
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ
ー
、写
真
撮
影

　
は
で
き
ま
せ
ん
。

期　
間　
４
月
１
日（
月
）〜
５
月
31
日（
金
）

　
　
　
　
（
土・日
、祝
日
を
除
く
）

時　
間　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

場　
所　
税
務
課
、各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

手
数
料　
無
料

平成31年 4月号

●「
新
入
学
児
童
・
園
児
を
交
通
事
故

　
か
ら
守
る
運
動
」を
実
施
中
で
す

　
４
月
は
新
入
学
児
童・園
児
が
、慣
れ
な
い
通

学・通
園
路
を
通
い
始
め
ま
す
。

　
通
学・通
園
の
途
中
で
は
、子
ど
も
の
道
路
へ

の
飛
び
出
し
や
、車
の
直
前・直
後
の
横
断
な
ど

が
予
想
さ
れ
ま
す
。ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
、

●
元
号
改
元
に
便
乗
し
た
詐
欺
に

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
実
在
す
る
銀
行
協
会
や
銀
行
名
を
か
た
る
電

話
や
封
書
に
よ
り
、「
元
号
改
元
に
よ
る
銀
行
法

改
正
の
た
め
」な
ど
と
い
っ
た
内
容
で
、キ
ャッ
シ
ュ

カ
ー
ド
や
暗
証
番
号
、個
人
情
報
を
郵
送
さ
せ

る
詐
欺
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
銀
行
協
会
職
員
や
銀
行
員
、警
察
、市
役
所
職

員
が
キ
ャッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
る
こ
と
や
暗
証

番
号
を
聞
き
出
す
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
元
号
改
元
に
便
乗
し
た
詐
欺
に
は
注
意
し
、こ

の
よ
う
な
通
知
や
電
話
が
き
た
ら
、消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
警
察
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
３

●
コ
ン
ビ
二
交
付
サ
ー
ビ
ス
停
止
の

　
お
知
ら
せ

　
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
り
、コ
ン
ビ
二
交

付
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し
ま
す
。ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

わ
き
見
運
転
を
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
、思

い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
実
施
期
間

　
４
月
１
日（
月
）〜
10
日（
水
）

運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
今
日
も
ま
た　
笑
顔
ふ
れ
あ
う　
交
差
点
」

　
な
お
、例
年
４
月
６
日
か
ら
実
施
さ
れ
る「
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」は
、統
一
地
方
選
挙
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、期
間
を
変
更
し
て
、５

月
11
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

お
問
合
せ
／
防
災
危
機
管
理
課

電
話（
２
８
２
）６
４
９
４

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
地
域
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、次
の
方
か

ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

故・中
䑓　
清
介　
様（
荊
沢
）

１
，０
０
０
，０
０
０
円

　
中
学
校
で
の
学
習
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、次

の
方
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鶴
田 

理
恵　
様（
加
賀
美
） 　
　
　

 

図
書 

６
冊

実
施
日　
４
月
16
日（
火
） 

終
日

　
　
　
　
４
月
24
日（
水
） 

終
日

お
問
合
せ
／
戸
籍
市
民
課電

話（
２
８
２
）６
０
９
４

縦
覧
制
度
に
つ
い
て

納
期
限　
５
月
31
日（
金
）

お
問
合
せ
／
税
務
課　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
３

固
定
資
産
税
第
１
期
納
期
限
に
つ
い
て

●
献
血
に
ご
協
力
を

　
輸
血
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、４
０
０
㎖
献

血
の
推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日　
４
月
25
日（
木
）

場　
所　
市
役
所
新
館
前
駐
車
場

時　
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
12
時
30
分
〜
15
時
30
分

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課電

話（
２
８
４
）６
０
０
０

●
中
部
資
源
回
収
セ
ン
タ
ー
の

　
臨
時
休
止
と
資
源
ご
み
収
集
の

　
延
期
に
つ
い
て

　
桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
に
伴
い
、４
月
14
日

（
日
）は
中
部
資
源
回
収
セ
ン
タ
ー
を
臨
時
休
止

し
ま
す
。

　
ま
た
、櫛
形
Ａ（
小
笠
原・西
地
区
）の
資
源
Ⅱ

（
古
紙
類
）収
集
を
、翌
週
４
月
21
日（
日
）に
変
更

し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
不
燃
ご
み
収
集
の
休
止
に
つ
い
て

　
５
月
１
日（
水
）は
、搬
入
先
の
清
掃
セ
ン
タ
ー

が
休
業
の
た
め
、若
草・櫛
形・甲
西
地
区
の
不
燃

ご
み
収
集
を
休
止
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
環
境
課　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
７

な
か  

だ
い

－１－

  

せ
ら
知
お

   
  

   

善
意



●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等

　
総
合
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、市
が
定
め
た
要
件
を
満
た
し
た
住
宅

の
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
工
事
を
行
な
う
方
に
対
し
、

工
事
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者　
リ
フ
ォ
ー
ム
、建
て
替
え
、空
き
家
住

　
宅
解
体
工
事
を
行
な
う
予
定
の
住
宅
を
所
有

　
し
て
い
る
方

補
助
金
額　
10
万
円

補
助
件
数　
年
間
60
戸（
先
着
順
）

受
付
期
間　
５
月
７
日（
火
）開
始

※

以
前
に
補
助
を
受
け
た
方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

※

補
助
を
受
け
る
に
は
、要
件
や
必
要
な
書
類

　
等
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
、申
請
前
に
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、管
理
住
宅

　
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
管
理
住
宅
課電

話（
２
８
２
）６
３
９
７

●
国
民
生
活
基
礎
調
査
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
こ
の
調
査
は
、国
民
の
保
健
、医
療
、福
祉
、年

金
、所
得
等
の
状
況
を
把
握
し
、今
後
の
厚
生
労

●
企
業
局
が
発
注
す
る
事
後
審
査
型

　
条
件
付
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
度
か
ら
、事
後
審
査
型
条
件
付
一

般
競
争
入
札
の
対
象
案
件
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

入
札
方
法
や
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
企
業
局
一
般
競
争
入
札
の
流
れ
」を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
企
業
局 

総
務
課

電
話（
２
８
２
）２
０
１
６

●
４
月
の
乳
幼
児
健
康
相
談
の
日
程

実
施
日　
３
日
、10
日
、17
日
、24
日（
各
水
曜
日
）

時　
間　
９
時
〜
11
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
４
月
の
妊
婦
健
康
相
談
・
母
子
健
康

　
手
帳
交
付
日
程

実
施
日　
３
日
、10
日
、17
日
、24
日（
各
水
曜
日
）

時　
間　
９
時
〜
11
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物（
母
子
健
康
手
帳
交
付
の
方
の
み
）

　
①
印
鑑 

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
ま
た

　
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※

実
施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、必
ず
事
前

　
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者

　
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
額
の
改
定

　
４
月
か
ら
の
各
手
当
額
が
次
の
と
お
り
変
更

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
改
定
前
】（
月
額
）

　
特
別
児
童
扶
養
手
当（
１
級
） ５
１
，７
０
０
円

　
特
別
児
童
扶
養
手
当（
２
級
） ３
４
，４
３
０
円

　
障
害
児
福
祉
手
当 

１
４
，６
５
０
円

　
特
別
障
害
者
手
当 

２
６
，９
４
０
円

　
経
過
的
福
祉
手
当 

１
４
，６
５
０
円

【
改
定
後
】（
月
額
）

　
特
別
児
童
扶
養
手
当（
１
級
） ５
２
，２
０
０
円

　
特
別
児
童
扶
養
手
当（
２
級
） ３
４
，７
７
０
円

　
障
害
児
福
祉
手
当 

１
４
，７
９
０
円

　
特
別
障
害
者
手
当 

２
７
，２
０
０
円

　
経
過
的
福
祉
手
当 

１
４
，７
９
０
円

お
問
合
せ
／
障
が
い
福
祉
課

電
話（
２
８
２
）６
１
９
７

●
農
作
業
は
安
全
第
一
に

　

農
作
業
が
忙
し
く
な
る
時
期
に
は
、高
齢
者

を
中
心
に
農
作
業
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
慣
れ
た
機
械
の
操
作
で
あ
っ
て
も
、わ
き
見
や

他
の
こ
と
に
気
を
取
ら
れ
る
と
、重
大
な
事
故
に

つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
「
農
作
業
は
焦
ら
ず
、急
が
ず
、慎
重
に
」を
合

言
葉
に
、次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
作
業
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
で
き
る
限
り
一
人
で
作
業
し
な
い

・
機
械
の
点
検・整
備
を
行
な
う
際
は
エ
ン
ジ
ン

　
を
停
止
す
る

・
早
め
に
休
憩
を
と
り
、水
分・塩
分
を
補
給
す
る

・
棚
、支
柱
、針
金
な
ど
は
目
印
を
付
け
目
立
た

　
せ
る

お
問
合
せ
／
農
政
課　
電
話（
２
８
２
）６
２
０
７

●
中
高
年
の
新
規
就
農
者
支
援
事
業

　
市
内
で
就
農
す
る
方
に
対
し
て
、新
た
に
農
業

経
営
を
開
始
す
る
際
の
リ
ス
ク・負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、補
助
金
を
交
付
す
る
事
業
で
す
。

補
助
額　
１
５
０
万
円
／
年
間（
限
度
）

募
集
数　
３
名

募
集
期
間　
４
月
８
日（
月
）〜
26
日（
金
）

要　
件　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
45
歳
以
上
60

　
歳
未
満
の
新
規
就
農
者
で
あ
る
こ
と
等

※

詳
し
い
募
集
要
件
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

　
は
農
政
課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
特
定
計
量
器（
は
か
り
）の

　
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す

　
計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、は
か
り
の
定
期
検
査

を
２
年
ご
と
に
実
施
し
ま
す
。検
査
を
受
け
な
い

は
か
り
を
商
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
と
50
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　
観
光
農
園
や
商
店
、事
務
所
な
ど
は
必
ず
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　
は
か
り
、付
属
の
全
て
の
お
も
り
、印

　
鑑
、検
査
手
数
料（
現
金
）、定
期
検
査
通
知
書

　
（
は
が
き
）

お
問
合
せ
／
山
梨
県
計
量
検
定
所

電
話（
２
６
１
）９
１
３
０

　
観
光
商
工
課　
　

  

電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

 検査月日 検査会場 検査時間
４月15日（月）JA南アルプス市八田共選所

４月16日（火）

４月18日（木）

JA南アルプス市在家塚共選所

JA南アルプス市飯野支所
10時～15時
（12時から13時までを除く）

10時～15時
（12時から13時までを除く）

10時～12時

13時30分～15時

南アルプス市役所甲西支所

JA南アルプス市三恵共選所

JA南アルプス市櫛形共選所

南アルプス市芦安交流促進センター

JA南アルプス市西野共選所

JA南アルプス市アグリガーデン北部店４月19日（金）
４月22日（月）
４月23日（火）
４月25日（木）
４月26日（金）

５月９日（木）

５月10日（金）

働
行
政
の
企
画
お
よ
び
立
案
の
た
め
の
基
礎
資

料
を
得
る
重
要
な
調
査
で
す
。

　
全
国
で
５
５
３
０
地
区
を
無
作
為
に
抽
出
し
、

そ
れ
ら
の
世
帯
の
方
々
に
４
月
中
旬
か
ら
調
査

員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
中
北
保
健
福
祉
事
務
所 

峡
北
支
所

電
話
０
５
５
１（
２
３
）３
０
７
４

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル

内　
容　
保
健
師
・
栄
養
士
・
助
産
師
が
乳
幼

　
児
の
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
に
応
じ
ま
す
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課電

話（
２
８
４
）６
０
０
０

－２－

  

せ
ら
知
お

   
  

   



　
こ
の
調
査
は
、国
民
の
保
健
、医
療
、福
祉
、年

金
、所
得
等
の
状
況
を
把
握
し
、今
後
の
厚
生
労

働
行
政
の
企
画
お
よ
び
立
案
の
た
め
の
基
礎
資

料
を
得
る
重
要
な
調
査
で
す
。

　
全
国
で
５
５
３
０
地
区
を
無
作
為
に
抽
出
し
、

そ
れ
ら
の
世
帯
の
方
々
に
４
月
中
旬
か
ら
調
査

員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
中
北
保
健
福
祉
事
務
所 

峡
北
支
所

電
話
０
５
５
１（
２
３
）３
０
７
４

●
平
成
31
年
度

　
第
１
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
度「
第
１
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」の
要

綱
は
４
月
17
日(

水)

に
新
聞
折
り
込
み
で
ご
案

内
し
ま
す
。ま
た
、市
役
所
本
庁・各
窓
口
サ
ー

●
南
ア
ル
プ
ス
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン

　
推
進
委
員
募
集

　
男
女
が
共
に
、自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
、あ
ら
ゆ

る
分
野
で
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

要　
件　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

定　
員　
若
干
名

募　
　

集

●
南
ア
ル
プ
ス
市
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り

　
推
進
会
議 

委
員
募
集

　
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
効
果
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、み
ん
な

で
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

要　
件　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳
以
上

　
（
２
０
１
９
年
４
月
１
日
現
在
）の
方

定　
員　
若
干
名

※

推
進
会
議
は
、市
民
活
動
団
体
の
関
係
者
、関

　
係
団
体
の
代
表
者
、学
識
経
験
者
、事
業
関
係

　
者
、公
募
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
市
民
等
で
構
成

　
さ
れ
、市
長
が
委
嘱
し
ま
す
。

任　
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
０
２
１
年
３
月
31
日

申　
込　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ・市
民
活
動
支
援
課

　
お
よ
び
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、各
窓
口
サ
ー
ビ

　
ス
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
た
応
募
用
紙
に
必
要

　
事
項
を
記
入
の
上
、市
民
活
動
支
援
課
へ
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送・電
子
メ
ー
ル
も
可
。当

　
日
消
印・着
信
有
効
）

選　
考　
書
類
選
考
と
し
ま
す
。結
果
は
、応
募

　
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

締　
切　
４
月
26
日（
金
）

※

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
市
民
活
動
支
援
課

電
話（
２
８
２
）６
４
９
３

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
achi@

city.m
inam

i-alps.lg.jp

●
初
心
者
限
定「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

　
栽
培
講
習
会
受
講
者
募
集

　

初
め
て
の
方
を
対
象
と
し
た
講
習
会
で
す
。

ネ
ッ
ト
の
張
り
方
、土
作
り
、苗
の
植
え
付
け
、肥

料
や
水
や
り
、つ
る
の
誘
引
な
ど
の
栽
培
方
法
を

学
び
ま
す
。参
加
費
は
無
料
で
す
。

　
受
講
後
、申
込
順
で
先
着
50
名
様
に
琉
球
ア

サ
ガ
オ
の
苗
４
本
を
無
償
配
布
し
ま
す
。

開
催
日　
４
月
20
日（
土
）　

時　
間　
９
時
30
分
〜
11
時

場　
所　
市
役
所 

西
別
館

申　
込　
電
話
ま
た
は
フ
ァッ
ク
ス

締　
切　
４
月
17
日（
水
）

対　
象　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者（
初
心
者
）

琉
球
ア
サ
ガ
オ
苗
販
売　
１
０
０
円
／
ポ
ッ
ト

申
込・お
問
合
せ
／
環
境
課電

話（
２
８
２
）６
０
９
７

フ
ァッ
ク
ス（
２
８
２
）６
６
８
１

●
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
受
講
者
募
集

　
簡
単
な
手
話
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
、聴
覚

障
が
い
者
の
生
活
や
特
性
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

募
集
期
間　
４
月
１
日（
月
）〜
19
日（
金
）

定　
員　
30
名

対　
象　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

期　
間　
５
月
15
日
〜
２
０
２
０
年
２
月

　
　
　
　
毎
週
水
曜
日

時　
間　
19
時
〜
21
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込・お
問
合
せ
／
市
聴
覚
障
害
者
協
会
事
務
局

　
飯
野 

紀
香　
フ
ァッ
ク
ス（
２
８
２
）４
３
７
２

　
障
が
い
福
祉
課　

   

電
話（
２
８
２
）６
１
９
７

講
座
に
つ
い
て

●
さ
く
ら
の
里
い
こ
い
の
家

　
利
用
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

　
光
熱
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、４
月
か
ら
利
用

料
金
を
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
以
上
に
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
の

で
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
料
金（
改
定
後
）

○
入
浴（
大
人
）　
６
５
０
円（
１
回
）

○
入
浴（
小
人
／
75
歳
以
上
／
障
が
い
者
）

　
３
０
０
円（
１
回
）

○
入
浴
回
数
券　
６
，５
０
０
円（
11
回
分
）

○
入
浴
＋
ジ
ム
利
用（
中
学
生
以
上
）

　
９
０
０
円（
１
回
）

○
入
浴
＋
ジ
ム
利
用
回
数
券

　
９
，０
０
０
円（
11
回
分
）

※

会
員
の
会
費
等
、そ
の
他
の
料
金
に
つ
い
て
は

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
さ
く
ら
の
里
温
泉・後
楽
園
ス
ポ

　
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　

   

電
話（
２
８
２
）７
６
１
０

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
櫛
形
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ー

ル
に
も
設
置
し
ま
す
。

受
付
期
間　
４
月
20
日（
土
）〜
26
日（
金
）

●
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
ご
加
入
を

対　
象　
４
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
団
体

掛　
金（
１
人
年
額
）

○
中
学
生
以
下　
８
０
０
円

　
団
体
活
動
に
加
え
た
個
人
活
動

１
，４
５
０
円

○
大
人　
64
歳
以
下　
１
，８
５
０
円

　
　
　
　
65
歳
以
上　
１
，２
０
０
円

　
　
　
　
文
化・地
域
活
動
等　
８
０
０
円

○
危
険
度
の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
活
動１

１
，０
０
０
円

保
険
期
間　
加
入
手
続
翌
日
〜
翌
年
３
月
31
日

申
込
方
法　
体
育
協
会
お
よ
び
市
役
所
本
庁
、

　
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
用

　

紙
に
記
入
の
上
、指
定
銀
行
で
加
入
手
続
き

　
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

振
り
込
み
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
市
体
育
協
会電

話（
２
３
６
）８
５
５
５

任　
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
０
２
１
年
３
月
31
日

申　
込　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ・市
民
活
動
支
援
課

　
お
よ
び
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
た
応
募

　
用
紙
に
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送・

　
電
子
メ
ー
ル
も
可
。当
日
消
印・着
信
有
効
）

締　
切　
４
月
26
日（
金
）

－３－

  
   

  

せ
ら
知
お

   
  

   

募
集



●
山
梨
県
警
察
官
募
集

　

山
梨
県
警
察
で
は
、郷
土
の
治
安
を
守
る
仲

間
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
採
用
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

採
用
職
種　
警
察
官
Ａ

採
用
人
員　
男
性　
34
名
程
度

　
　
　
　
　
女
性　
７
名
程
度

受
験
資
格　
大
学
を
卒
業
し
た
者
も
し
く
は
２

　
０
２
０
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
警
察
署 
警
務
係

電
話（
２
８
２
）０
１
１
０

●
櫛
形
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

定　
員　
若
干
名

要　
件　
年
齢
65
歳
ま
で
、要
普
通
免
許
、１
日

　
５
時
間
前
後
勤
務
で
き
る
方

●
芦
安
プ
ー
ル
短
期
受
付
員・監
視
員

　
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

定　
員　
若
干
名

時　
給　
８
１
０
円
〜

●
平
成
31
年
度
南
ア
ル
プ
ス
市

　
奨
学
金【
貸
与
型
】奨
学
生
募
集

　
向
学
意
欲
が
高
い
に
も
関
わ
ら
ず
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
生
徒・学
生
を
対
象
に
、

選
考
の
上
、奨
学
金
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。奨
学

金
は
奨
学
生
自
身
に
貸
与
し
、貸
与
終
了
後
、定

め
た
期
間
内
に
全
額
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。趣
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員　
20
名
程
度

貸
与
額

○
高
校
、専
修
学
校
等
の
高
等
課
程

月
額　
１
０
，０
０
０
円

○
大
学
、専
門
職
大
学
、短
期
大
学
、専
門
職
短

　
期
大
学
、専
修
学
校
等
の
専
門
課
程

月
額　
２
５
，０
０
０
円

募
集
期
限　
４
月
１
日（
月
）〜
26
日（
金
）

提
出
書
類　
奨
学
金
貸
与
申
請
書
、世
帯･

所
得

　
状
況
の
調
査
同
意
書
、世
帯
員
全
員
の
住
民

　
票
の
写
し
、世
帯
員
全
員
の
所
得
の
分
か
る
書

　

類(

源
泉
徴
収
票
な
ど
平
成
30
年
中
の
所
得

　
が
確
認
で
き
る
も
の
）、就
学
し
て
い
る
学
校

　
等
の
在
学
証
明
書（
４
月
か
ら
の
学
年
）

※

申
請
書
や
募
集
要
領
は
、教
育
総
務
課
、戸
籍

　
市
民
課
、各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

　
ま
す
。ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
教
育
総
務
課

電
話（
２
８
２
）７
７
７
７

開
催
日　
４
月
21
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
20
時

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

要　
件　
男
性
50
歳
、女
性
45
歳
ま
で
の
健
康
な
方

持
ち
物　
印
鑑
、ス
ナ
ッ
プ
写
真
１
枚

結
婚
相
談（
登
録
制
）

無
料
相
談

●
市
民
活
動
支
援
課
の

　
市
民
向
け
各
種
相
談
会

開
催
日　
４
月
12
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談

無
料
法
律
相
談

○
司
法
書
士
会（
予
約
優
先
１
人
50
分・４
月
１

　
日
予
約
開
始
）

開
催
日　
４
月
18
日（
木
）

時　
間　
13
時
〜
16
時

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　
件　
市
内
在
住

○
弁
護
士
会（
予
約
制
１
人
30
分・４
月
１
日
予

　
約
開
始
）

開
催
日　
４
月
26
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　
所　
市
役
所
本
館
１
階

●
不
動
産
無
料
相
談
会（
予
約
不
要
）

開
催
日　
４
月
24
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

電
話（
２
４
３
）４
３
０
０

●
成
年
後
見
制
度
相
談
会（
予
約
優
先
）

　
成
年
後
見
制
度
は
、認
知
症
、精
神
障
が
い
、知

的
障
が
い
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分

な
人
が
、契
約
等
で
不
利
益
を
被
る
こ
と
等
を
防

ぎ
、権
利
と
財
産
を
守
り
、支
援
す
る
制
度
で
す
。

開
催
日　
４
月
19
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
社
会
福
祉
協
議
会 

本
所

申
込・お
問
合
せ
／
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
７
２
２

●
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談

①
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　
毎
週
水
曜
日

時　
間　
８
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
介
護
福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課電

話（
２
８
２
）７
３
３
９

②
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　
「
や
ま
び
こ
の
会
」相
談
日

開
催
日　
４
月
17
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●「
学
習
教
室
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
で
は
、４
月
か
ら
毎
週
日

曜
日
に
学
習
教
室「
え
ん
ぴ
つ
ひ
ろ
ば
」を
開
催

し
、市
内
在
住
の
小
中
学
生
に
学
習
の
支
援
と

昼
食
の
提
供
を
行
な
い
ま
す
。

　
勉
強
を
教
え
る
講
師
、昼
食
を
調
理
す
る
方

な
ど
、多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。都
合
の
良
い
日
だ
け
で
も
可
能
で
す
。

実
施
日　
２
０
１
９
年
４
月
〜

　
　
　
　
２
０
２
０
年
３
月
の
毎
週
日
曜
日

時　
間　
９
時
45
分
〜
12
時（
学
習
）

　
　
　
　
10
時
〜
14
時（
調
理
）

場　
所　
市
内
公
共
施
設
を
予
定

申
込・お
問
合
せ
／
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨

電
話（
２
９
８
）４
８
４
４

勤
務
日　
７
月・８
月
の
土
日
祝
日
お
よ
び
７
月

　
25
日
か
ら
８
月
22
日
ま
で

勤
務
時
間　
４
時
間（
12
時
30
分
〜
16
時
30
分
）

申
込・お
問
合
せ
／
市
体
育
協
会

電
話（
２
３
６
）８
５
５
５

要　
件　
市
内
在
住
、予
約
年
度
１
回
ま
で

お
問
合
せ
／
市
民
活
動
支
援
課

電
話（
２
８
２
）６
４
９
３

場　
所　
白
根
げ
ん
き
館

※

認
知
症
カ
フ
ェ「
カ
フ
ェ
や
ま
び
こ
」も
同
時
開

　
催
し
ま
す
。（
参
加
費
２
０
０
円
）

申
込・お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会 

猪
狩

電
話
０
９
０（
１
１
１
４
）２
８
７
０

－４－

談
相
料
無

募
集



●
シ
ニ
ア
世
代
の
無
料
就
労
相
談

　
就
労
相
談
員
が
希
望
に
沿
っ
た
支
援
を
行
な

い
ま
す
。４
月
か
ら
開
催
日
に
月
曜
日
が
加
わ
り

週
２
回
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。電
話
で
ご
予
約

の
上
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
毎
週
月
曜
日・水
曜
日

※

祝
日
、12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く

時　
間　
９
時
30
分
〜
18
時

場　
所　
Ｊ
Ａ
会
館
５
階 

山
梨
県
求
職
者
総
合

　
支
援
セ
ン
タ
ー
内

申
込・お
問
合
せ
／
や
ま
な
し
シ
ニ
ア
世
代
就
労

　
推
進
協
議
会　
　

  

電
話（
２
２
３
）１
７
７
７

①
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　
毎
週
水
曜
日

時　
間　
８
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
介
護
福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課電

話（
２
８
２
）７
３
３
９

②
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　
「
や
ま
び
こ
の
会
」相
談
日

開
催
日　
４
月
17
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

受
付
期
間　
４
月
１
日（
月
）〜
５
日（
金
）

※

申
し
込
み
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、受
付
期

　
間
を
過
ぎ
て
も
受
け
付
け
ま
す
。

①
特
別
観
望
日「
春
の
大
三
角
と
星
座
を
観
る
会
」 

　
春
の
大
三
角（
ア
ー
ク
ト
ゥ
ル
ス・ス
ピ
カ・デ

ネ
ボ
ラ
）と
大
曲
線
を
見
つ
け
て
観
察
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

開
催
日　
４
月
24
日（
水
）

時　
間　
20
時
〜
21
時　

場　
所　
ふ
る
さ
と
天
文
館

●
生
涯
学
習
講
座

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

開
催
日　
４
月
25
日（
木
）

時　
間　
20
時
〜
21
時
30
分

場　
所　
櫛
形
総
合
体
育
館

参
加
費　
無
料

申　
込　
不
要

持
ち
物　
タ
オ
ル
、屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物

●
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

高
齢
者
向
け
の
リ
ズ
ム
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ

等
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
４
月
27
日（
土
）

時　
間　
10
時
〜
11
時
30
分

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
安
藤
家
住
宅 

端
午
の
節
句

　

昨
年
度
、市
内
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
甲
州

独
自
の
節
句
人
形「
お
か
ぶ
と（
カ
ナ
カ
ン
ブ
ツ
）」

や
、全
長
９
メ
ー
ト
ル
の
巨
大「
本
染
鯉
の
ぼ
り
」

を
展
示
し
ま
す
。

開
催
日　
４
月
18
日（
木
）〜
５
月
27
日（
月
）

時　
間　
９
時
〜
16
時
30
分

※

入
館
は
16
時
ま
で
で
す
。

場　
所　
重
要
文
化
財 

安
藤
家
住
宅

休
館
日　
火
曜
日 ※

４
月
30
日
は
営
業
し
ま
す
。

入
館
料　
大
人
３
０
０
円
、小
中
高
生
１
０
０
円

お
問
合
せ
／

　
文
化
財
課　
　
　

  

電
話（
２
８
２
）７
２
６
９

　
安
藤
家
住
宅　
　

  

電
話（
２
８
４
）４
４
４
８

●
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

　
個
人
や
市
民
団
体
の
皆
さ
ん
の
情
報
交
換
サ

ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。ま
ち
づ
く
り
や
地
域
課
題

な
ど
に
つ
い
て
話
す
対
話
の
場
で
す
。

開
催
日　
４
月
23
日（
火
）

時　
間　
19
時
30
分
〜

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

申
込・お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

市
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
サ
ロ
ン

場　
所　
白
根
げ
ん
き
館

※

認
知
症
カ
フ
ェ「
カ
フ
ェ
や
ま
び
こ
」も
同
時
開

　
催
し
ま
す
。（
参
加
費
２
０
０
円
）

申
込・お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会 

猪
狩

電
話
０
９
０（
１
１
１
４
）２
８
７
０

参
加
費　
１
０
０
円

定　
員　
20
名

②
南
ア
ル
プ
ス
市
歴
史
文
化
探
訪
企
画

　
「
第
７
回
ふ
る
さ
と
探
検
隊
」

　
若
草
地
区
の
鏡
中
條
を
舞
台
に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
な
が
ら
歴
史
文
化
を
学
び
ま
す
。実
際
に

観
て
聞
い
て
、よ
り
深
く
探
求
し
て
い
き
ま
す
。

開
催
日　
４
月
25
日（
木
）

時　
間　
９
時
〜
12
時

場　
所　
鏡
中
條
体
育
館
集
合

参
加
費　
１
０
０
円

定　
員　
20
名

③
自
主
企
画
講
座「
花
と
光
を
楽
し
む
植
物
標

　
本
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
教
室
」

　
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ

ー
を
ガ
ラ
ス
瓶
に
入
れ
、専
用
の
オ
イ
ル
を
満
た

す
、イ
ン
テ
リ
ア
雑
貨「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
」を
作
り

ま
せ
ん
か
。母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
お
す
す

め
で
す
。

開
催
日　
５
月
10
日（
金
）

時　
間　
19
時
〜
20
時
30
分

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
１
，５
０
０
円（
材
料
費
）

定　
員　
20
名

④
自
主
企
画
講
座

　
「
笑
い
と
健
康 

〜
落
語
で
学
ぶ
〜
」

　
〝
笑
う
〞と
い
う
行
為
に
は
、ス
ト
レ
ス
発
散
や

免
疫
力
向
上
な
ど
、体
に
良
い
効
果
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。落
語
を
聴
き
な
が
ら
楽
し
く
健
康
な

体
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
５
月
11
日（
土
）

時　
間　
10
時
〜
11
時
30
分

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
無
料

定　
員　
20
名

⑤
市
立
美
術
館
コ
ラ
ボ
企
画 

ア
ー
ト
を
体
感

　
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
」

　

初
め
て
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
す
る
方
向
け
の
講

座
で
す
。色
合
わ
せ・柄
合
わ
せ
が
魅
力
の
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。花
び
ん
敷

き
と
し
て
も
使
え
る
お
花
の
形
の
鍋
敷
き
を
作

り
ま
す
。

開
催
日　
４
月
13
日（
土
）

時　
間　
午
前
の
部　
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
午
後
の
部　
14
時
〜
15
時
30
分

場　
所　
市
立
美
術
館

参
加
費　
４
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

定　
員　
各
20
名

※

各
講
座
と
も
応
募
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と

　
な
り
ま
す
。

※

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、開
講
で
き
な
い
こ

　
と
も
あ
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課電

話（
２
８
２
）７
７
７
８

対　
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

参
加
費　
無
料（
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

持
ち
物　
汗
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込・お
問
合
せ
／
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

　
事
務
局（
生
涯
学
習
課
）電

話（
２
８
２
）７
７
７
８

－５－

ト
ン
ベ
イ

談
相
料
無



講　
師　
自
然
観
察
指
導
員 

時
田 

恵 

氏

参
加
費　
３
０
０
円（
保
険
代
）

対　
象　
小
学
生
以
上

定　
員　
15
名（
申
込
先
着
順
）

締　
切　
４
月
20
日（
土
）17
時

申
込・お
問
合
せ
／
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
グ
リ
ー
ン

　
ロ
ッ
ジ　
　
　
　
　

電
話（
２
８
３
）８
７
０
０

●
ア
ヤ
メ
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

　
約
７
万
本
の
ア
ヤ
メ
が
咲
き
誇
る
滝
沢
川
公

園
で
ア
ヤ
メ
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。模
擬
店
や

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
５
月
３
日（
金
） ※

雨
天
決
行

時　
間　
９
時
〜
15
時

場　
所　
滝
沢
川
公
園

●
市
立
美
術
館
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
日　
４
月
20
日（
土
）

時　
間　
14
時
〜

場　
所　
市
立
美
術
館 

研
修
室

講　
師　
北
村 

清
巳 

氏

参
加
費　
美
術
館
入
館
料
に
含
む

申　
込　
不
要

美
術
講
演
会

開
催
日　
４
月
21
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜

場　
所　
市
立
美
術
館 

研
修
室

講　
師　
北
村 

清
巳 

氏

参
加
費　
美
術
館
入
館
料
に
含
む

申　
込　
不
要

お
問
合
せ
／
市
立
美
術
館電

話（
２
８
２
）６
６
０
０

抽
象
画
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

●
大
井
夫
人
慰
霊
祭
お
よ
び
大
井
夫
人
隊

　
出
陣
式
の
開
催
に
つ
い
て

　
第
48
回
信
玄
公
祭
り
の
武
田
時
代
隊
行
列
参

加
を
前
に
、大
井
夫
人
の
菩
提
寺
で
あ
る
古
長

禅
寺
に
お
い
て
慰
霊
祭
お
よ
び
大
井
夫
人
隊
出

陣
式
を
行
な
い
ま
す
。

　
総
勢
34
名
の
勇
姿
を
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
４
月
６
日（
土
）

時　
間　
12
時
10
分
頃
〜

場　
所　
古
長
禅
寺（
鮎
沢
５
０
５
）

※

駐
車
場
は
甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

信
玄
公
祭
り
甲
州
軍
団
出
陣
は
舞
鶴
城
公
園

　
に
て
16
時
50
分
頃
開
始
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課電

話（
２
８
２
）６
２
９
４

●
春
の
自
然
観
察
会

　
暖
か
く
な
っ
た
伊
奈
ヶ
湖
を
散
策
し
ま
す
。

　
色
と
り
ど
り
の
草
花
や
、小
鳥
の
さ
え
ず
り…

南
ア
ル
プ
ス
の
春
を
一
緒
に
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　
４
月
21
日（
日
）

時　
間　
10
時
〜
12
時

場　
所　
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ
ジ
総

　
合
受
付
前
集
合

●
ピ
ア
ニ
カ
体
験
講
座

　
ピ
ア
ニ
カ
を
楽
し
く
自
由
に
演
奏
し
ま
せ
ん

か
。た
っ
ぷ
り
息
を
使
っ
て
演
奏
す
る
こ
と
で
、心

も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

開
催
日　
４
月
７
日（
日
）、５
月
12
日（
日
）

時　
間　
幼　
児（
就
学
前
） 

13
時
〜

　
　
　
　
小
学
生　
14
時
〜

　
　
　
　
中
学
生
以
上
〜
大
人　
15
時
〜

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
無
料

※

ピ
ア
ニ
カ
の
貸
し
出
し
も
で
き
ま
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
ボ
イ
ス 

山
本

電
話
０
９
０（
１
８
０
３
）４
５
１
７

●
櫛
形
写
真
研
究
会
会
員 

写
真
展

開
催
日　
４
月
２
日（
火
）〜
21
日（
日
）

※

４
月
８
日
、15
日
は
休
館
日
で
す
。

時　
間　
９
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

２
階

お
問
合
せ
／
名
取

電
話
０
９
０（
７
２
６
９
）６
７
６
７

●
山
野
草
展
の
お
知
ら
せ

開
催
日　
４
月
27
日（
土
）、28
日（
日
）

時　
間　
27
日 

10
時
〜
19
時

　
　
　
　
28
日 

９
時
〜
16
時

場　
所　
甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※

部
員
募
集
中
で
す
。当
日
受
け
付
け
ま
す
。

お
問
合
せ
／
甲
西
地
区
文
化
協
会
山
野
草
部

　
小
林　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）５
７
４
４

●
お
箏（
こ
と
）の
教
室
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　
お
箏
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

開
催
日　
４
月
14
日（
日
）

時　
間　
13
時
〜
16
時

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
第
７
回 

南
ア
ル
プ
ス
市
ジ
ュ
ニ
ア

　
ペ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会

開
催
日　
４
月
21
日（
日
）

※

雨
天
の
場
合
は
４
月
27
日（
土
）

受　
付　
８
時
15
分
〜
８
時
45
分

場　
所　
白
根
中
央
公
園 

芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

対　
象　
市
内
小
学
生
と
保
護
者（
大
人
）

参
加
費　
無
料（
用
具
は
貸
し
出
し
ま
す
）

申　
込　
協
会
事
務
局
に
申
込
用
紙
を
提
出

※

当
日
会
場
で
の
申
込
も
受
け
付
け
ま
す
。

定　
員　
40
組（
80
名
）

締　
切　
４
月
14
日（
日
）

申
込・お
問
合
せ
／
市
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
協

　
会
事
務
局 

新
津　

 

電
話（
２
８
３
）１
４
２
６

●【
春
の
櫛
形
山
】原
生
林
と
残
雪
の

　
南
ア
ル
プ
ス
の
眺
望
堪
能

開
催
日　
４
月
27
日（
土
）、28
日（
日
）、５
月
４

　
日（
土
）、５
日（
日
）

時　
間　
７
時
50
分
集
合
〜
16
時

場　
所　
伊
奈
ヶ
湖
駐
車
場
集
合

内　
容　
見
晴
ら
し
平
〜
北
尾
根
〜
ア
ヤ
メ
平

　
〜
裸
山
ま
で
の
往
復

対　
象　
６
時
間
以
上
の
登
山
に
自
信
の
あ
る
方

参
加
費　
６
，０
０
０
円（
保
険
料
込
み
）

申
込・お
問
合
せ
／
市
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
協
会

電
話（
２
８
５
）１
５
５
０

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
inam

i_alps_nga@
yahoo.co.jp

場　
所　
櫛
形
社
会
福
祉
会
館

参
加
費　
１
，０
０
０
円

申
込・お
問
合
せ
／
坂
本 

琴
音

電
話
０
９
０（
５
７
５
８
）４
９
２
２

－６－

ト
ン
ベ
イ

ら
か
民
市



●HIPHO
P D
AN
CE CLASSiC 7 

　
Ａ
Ｔ
Ｓ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
に
よ
る
ダ
ン
ス
公
演

で
す
。小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
が
、Ｕ
．Ｓ
．Ａ
な

ど
皆
さ
ん
が
聴
い
た
こ
と
の
あ
る
ヒ
ッ
ト
曲
等

を
使
っ
て
踊
り
ま
す
。

開
催
日　
４
月
20
日（
土
）

時　
間　
16
時
〜（
15
時
30
分
開
場
）　

場　
所　
桃
源
文
化
会
館

入
場
料　
前
売
券 

１
，５
０
０
円

　
　
　
　
当
日
券 

２
，０
０
０
円

※

３
歳
未
満
は
膝
上
の
場
合
無
料
で
す
。

お
問
合
せ
／

　

ATS revolver D
AN
CE entertainm

ent

電
話
０
８
０（
６
６
６
０
）４
１
９
１

●
切
子
初
心
者
講
習
会

　

切
子
に
興
味
の
あ
る
方
、切
子
作
成
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
４
月
〜
９
月
の
毎
週
第
４
日
曜
日

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
沢
登
公
会
堂

お
問
合
せ
／
名
取

電
話
０
９
０（
３
３
１
９
）０
６
６
４

●
春
の
新
規
会
員
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
さ
く
ら
の
里
温
泉・後
楽
園
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

で
は
お
得
な
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
に
２
人
で
新
規
入
会
ま
た
は
、会
員
の

方
の
紹
介
で
新
規
入
会
し
た
場
合
、温
泉・ジ
ム・

フ
ィッ
ト
ネ
ス
が
利
用
で
き
る
個
人
会
員
の
月
会

費
が
、２
人
と
も
通
常
６
，５
０
０
円
か
ら
５
，８

０
０
円
に
な
り
ま
す
。

期　
間　
４
月
１
日（
月
）〜
５
月
30
日（
木
）

●市役所関係　お問合せ／管財課　TEL.282-6092
開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

  2月  4日

  2月12日

  2月14日

  2月18日

  2月18日

  2月18日

  2月18日

  2月18日

八田13・161号線道路改良工事

橋北８号線道路改良工事２工区

市内暗渠排水清掃業務委託

旧白根桃源美術館目隠しフェンス改修工事

山寺41・44号線舗装工事

若草１号線舗装工事２工区

若草１号線道路照明灯設置工事

若草支所玄関脇楠木伐採業務委託

市内

小笠原地内

市内

飯野地内

山寺地内

寺部地内

寺部地内

寺部地内

湯澤工業㈱

山鉄興業㈱

クリーンヘルス㈱

㈱市口興業

㈱輪田道路

新津建設㈱

㈲加賀美電工

㈲東香園

77,112,000

53,784,000

3,780,000

1,598,400

3,650,400

6,696,000

2,840,400

648,000

２ 月 の 入 札 結 果

●企業局関係　お問合せ／企業局総務課　TEL.282-2016
開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

  2月27日 老朽管解消に伴う給配水管布設工事（鏡中條工区） 鏡中條地内 カネト工業㈱若草支店 7,776,000

●
大
正
琴 

無
料
体
験
会

　
何
か
楽
器
を
し
た
い
方
。何
か
趣
味
を
持
ち
た

い
方
。お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
の
上
、お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
４
月
14
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜

場　
所　
す
こ
や
か
八
幡
館

持
ち
物　
お
持
ち
で
あ
れ
ば
大
正
琴

定　
員　
５
名

参
加
費　
無
料

申
込・お
問
合
せ
／
早
乙
女
大
正
琴 

早
乙
女

電
話
０
９
０（
２
７
５
２
）３
８
３
６ 

●
二
胡
体
験
講
座

　
中
国
の
伝
統
楽
器
二
胡
の
体
験
講
座
で
す
。

開
催
日　
４
月
６
日（
土
）、20
日（
土
）、

　
　
　
　
５
月
４
日（
土
）、18
日（
土
） 
全
４
回

時　
間　
Ａ
グ
ル
ー
プ　
13
時
30
分
〜

　
　
　
　
Ｂ
グ
ル
ー
プ　
14
時
40
分
〜

　
　
　
　
Ｃ
グ
ル
ー
プ　
15
時
50
分
〜

　
　
　
　
Ｄ
グ
ル
ー
プ　
19
時
〜

　
　
　
　
Ｅ
グ
ル
ー
プ　
20
時
〜

場　
所　
白
根
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
無
料

※

楽
器
は
当
方
で
用
意
し
ま
す
。楽
器
を
持
ち

　
帰
る
場
合
は
、１
回
１
，０
０
０
円
で
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
二
胡
ク
ラ
ブ 

白
石

電
話
０
９
０（
５
４
１
１
）６
２
３
８

申
込・お
問
合
せ
／
さ
く
ら
の
里
温
泉・後
楽
園

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
電
話（
２
８
２
）７
６
１
０

－７－

ら
か
民
市

果
結
札
入



－８－

平成31年度［南アルプス市 月別税金等一覧］
各種税金・料金・使用料の納期限をお知らせします。納め忘れにご注意ください。

※口座振替の場合は、納期限までに預貯金等の残高をご確認ください。

※納期限が土曜日・日曜日・国民の祝日にあたる場合は、その翌日が納期限となります。
※新たに口座振替をご利用の場合は、市内金融機関または担当課へお問い合わせください。
※上下水道料金は、Ａ地区・Ｂ地区に分け、隔月の徴収となります。

 Ａ地区 （偶数月検針）

八田地区全域、白根地区［飯丘、西野（桃の丘団地）、今諏訪、塩前、大嵐、須沢、駒場］

芦安地区全域、若草地区［下今井］、櫛形地区［Ｂ地区以外］、甲西地区全域

 Ｂ地区 （奇数月検針）

白根地区［飯野、百々、上八田、有野、在家塚、西野］、若草地区［下今井以外］
櫛形地区［桃園、曲輪田、小笠原（小笠原橋から北）］

上下水道料金
<振>口座振替日

<再>口座再振替日 <納>納期限

<振>５日 <再>22日 <納>22日　

（B：２・３月分）

<振>７日 <再>20日 <納>20日

（A：３・４月分）

<振>５日 <再>20日 <納>20日　

（B：４・５月分）

<振>５日 <再>22日 <納>22日

（A：５・６月分）

<振>５日 <再>20日 <納>20日　

（B：６・７月分）

<振>５日 <再>20日 <納>20日

（A：７・８月分）

<振>５日 <再>20日 <納>20日　

（A：９・10月分）

<振>６日 <再>20日 <納>20日　

（A：11・12月分）

<振>５日 <再>20日 <納>20日　

（B：12・１月分）

31日
（１期 ）

2019年
４月

５月

７月 31日
（２期 ）

25日
（３期 ）

１日
（１期 ）

31日
（１期 ）

31日
（１期 ）

31日
（１期 ）

７日
31日

１日
31日

２日
30日

２日
25日

31日

６月

31日
（全期）  

９月

８月

11月

10月

２日
（２期 ）

２日
（２期 ）

30日
（３期 ）

２日
（２期 ） 

30日
（３期 ） 

２日
（２期 ） 

30日
（３期 ）

２日
（５期 ）

25日
（６期 ）

２日
（５期 ） 

25日
（６期 ） 

２日
（５期 ） 

25日
（６期 ）

2020年
１月

31日
（３期 ）

31日
（４期 ）

31日
（４期 ）

31日
（４期 ）

31日
（４期 ）

31日
（７期 ）

31日
（７期 ）

31日
（７期 ）

31日

12月

２月

芦安農業集落
排水使用料

科目

納期限
軽自動車税 市県民税 固定資産税 国民健康保険税 後期高齢者

医療保険料 介護保険料

３月

●納税は便利な口座振替をご利用ください
　市役所本庁（納税課・税務課・国保年金課）では、キャッシュカードを持参し、申請書に必要事項を記入して暗証番号
を入力するだけで、簡単に口座振替の受け付けができるサービスを行なっています。
※受け付けができるのは上記の税金のみです。中央労働金庫はご利用いただけません。

お問合せ／納税課   TEL.（282）7384

月
別
税
金
等
一
覧

<振>７日 <再>21日 <納>21日

（B：８・９月分）

<振>５日 <再>20日 <納>20日

（B：10・11月分）

２日
（４期 ）

２日
31日

２日
（８期 ）

31日
（９期 ）

２日
（８期 ）

31日
（９期 ）

２日
（８期 ）

<振>５日 <再>23日 <納>23日

（A：１・２月分）


